
桃・ぶどう日本一と温泉の郷 笛吹市 "Fuefuki"



  Koho Fuefuki '10.04

桃の花が咲く道を散策 

武田軍と上杉軍の合戦が再現される川中島合戦戦国絵巻 

■問合せ先　笛吹市観光物産連盟（市産業観光部　観光商工課内）　☎055（261）2829 
　　　　　　石和温泉旅館協同組合　　　　　　　　　　　　　　☎055（262）3626

大
文
字
焼
き
・
笈
形
焼
き
点
灯

（
一
宮
・
春
日
居
）

1
日（
木
）〜
18
日（
日
） 

午
後
7
時
〜
10
時
 

 Ｊ
Ｒ
中
央
線
沿
い
花
畑
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
（
春
日
居
）
 

1
日（
木
）〜
11
日（
日
） 

午
後
6
時
45
分
〜
9
時
45
分
 

釈
迦
堂
花
ウ
ィ
ー
ク
（
一
宮
）
 

1
日（
木
）〜
18
日（
日
） 

 石
和
よ
っ
ち
ゃ
ば
れ
ソ
ー
ラ
ン
祭

（
石
和
）
 

2
日（
金
） 

永
井
天
神
社
の
神
楽
（
八
代
）
 

3
日（
土
）・
4
日（
日
） 

市
部
通
り
歩
行
者
天
国
（
石
和
）
 

3
日（
土
） 

 八
幡
神
社
例
大
祭
（
石
和
）
 

3
日（
土
） 

美
和
神
社
例
大
祭
（
御
坂
）

3
日（
土
）・
4
日（
日
）
 

 お
花
見
御
坂
散
策
コ
ー
ス
（
御
坂
）
 

3
日（
土
）〜
11
日（
日
） 

 甲
斐
一
宮
国
分
寺
お
花
見
会
場

（
一
宮
）
 

3
日（
土
）〜
11
日（
日
） 

藤
垈
の
滝
水
芭
蕉
&
彫
刻
鑑
賞
会

（
境
川
）
 

3
日（
土
） 

大
石
寺
の
火
渡
り
（
境
川
）
 

4
日（
日
） 

春
日
居
桃
の
花
ま
つ
り
　
 

3
日（
土
） 

桃
の
花
バ
ス
（
市
内
）
 

3
日（
土
）・
4
日（
日
）・
10
日（
土
）・

11
日（
日
）
 

 芸
妓
み
こ
し
（
石
和
）

4
日（
日
） 

 桃
の
花
ま
つ
り
や
つ
し
ろ
会
場

（
八
代
）

4
日（
日
） 

山
梨
岡
神
社
祭
典
（
春
日
居
）
 

4
日（
日
）・
5
日（
月
） 

み
さ
か
桃
の
花
ま
つ
り

第
6
回
全
国
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
御
坂
）
 

7
日（
水
）・
8
日（
木
） 

第
　
回
信
玄
公
祭
り
「
甲
州
軍
団

出
陣
」
石
和
地
内
パ
レ
ー
ド

（
石
和
）
 

10
日（
土
）
 

 「
み
さ
か
ま
つ
り
会
場
」
み
さ
か
路

花
の
競
演
（
御
坂
）
 

10
日（
土
）・
11
日（
日
）
 

第
　
回
川
中
島
合
戦
戦
国
絵
巻

（
石
和
）

18
日（
日
）
 

 
※
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
各
地
域
の
伝
統
行

事
・
お
祭
り
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

■
問
合
せ
先

産
業
観
光
部
　
観
光
商
工
課
 

観
光
振
興
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

第
6
回
笛
吹
市
い
ち
の
み
や
桃
の

里
マ
ラ
ソ
ン
大
会
（
一
宮
）
 

11
日（
日
）
 

 金
刀
比
羅
神
社
例
大
祭
（
境
川
）
 

11
日（
日
） 

 大
神
幸
祭（
お
み
ゆ
き
さ
ん
）（
一
宮
） 

15
日（
木
）
 

 中
山
ま
つ
り
（
一
宮
）

16
日（
金
） 

４０

３２

桃の花まつり会場に熱気球が登場します。熱気球で空から桃
源郷を眺めて笛吹市の素敵な春の風景を楽しんだり、お子さん
との春休みの思い出作りをしてみませんか。 
　 
■日時 

■場所 
■料金 
 
 
※搭乗は、1回約5分間です。 
※子ども・未就学児は、保護者の同乗が必要です。 
※当日の天候などの状況により、中止になる場合があります。
その場合は、会場に案内看板を設置しますのでご確認ください。 

4月1日（木）～4日（日）・10日（土）・11日（日）・17日（土） 
受付　午前5時50分から　　搭乗　午前6時～9時 
市役所本庁舎前　笛吹川河川敷特設会場 
大人（中学生以上）　　  2,000円 
子ども（小学生以下）　　1,500円 
未就学児　　　　　　　無料 
 



市
一
宮
支
所
前
を
午
前
9
時
45
分
に

出
発
す
る
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
部
を
皮

切
り
に
、
親
子
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
、

10
㎞
の
部
の
順
に
ラ
ン
ナ
ー
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
声
援
を
お

願
い
し
ま
す
。
 

 
■
交
通
規
制
区
間

①
市
道
「
一
宮
坪
井
線
」
 

坪
井
熊
野
神
社
南
交
差
点
〜
七
五
三

石
交
差
点
〜
本
都
塚
交
差
点
〜
浅
間

神
社
 

②
県
道
「
市
之
蔵
・
山
梨
線
」
　
 

浅
間
神
社
〜
相
興
交
差
点
〜
矢
作
橋
 

③
県
道
「
山
梨
･
御
坂
線
」
 

国
道
20
号
鷺
堂
交
差
点
北（
一
宮
東

原
竹
原
田
交
差
点
）〜
七
五
三
石
交

差
点
〜
田
中
交
差
点
 

④
小
城
八
幡
橋
線（
広
域
農
道
）
 

国
道
20
号
両
ノ
木
神
社
北
交
差
点
〜

本
都
塚
交
差
点
〜
小
城
交
差
点
〜
新

日
川
橋
 

⑤
日
川
左
岸
協
定
道
路
 

新
日
川
橋
〜
矢
作
橋
 

 

※
当
日
、
一
宮
図
書
館
・
い
ち
の
み
や

桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館
は
、
休
館

に
な
り
ま
す
。
 

 

■
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課
 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
3
8
 

産業観光部（本庁舎）

建設部（南館）

教育委員会（南館）

境川支所・春日居支所

 
○農林振興課･･･芦川農産物直売所が完成したため「芦川地域活性化推進担当」を廃止します。 
　　　　　　　 （ 芦川地域活性化推進担当の業務は、芦川支所が引き継ぎます ） 
 
 
○土　木　課･･･「リニア対策担当」を廃止し、「建設担当」と「用地担当」に再編します。 
　　　　　　　 （リニア対策担当の業務は、建設担当が引き継ぎます ） 
○まちづくり整備課 

･･･区画整理事業工事が終了したため「区画整理事務所」を廃止し、「区画整理担当」を新
　　　　　　　 設します。 

 
 

○教育総務課･･･学校施設だけでなく、社会教育・社会体育施設を含む教育施設全般の建設、改修、修　
　　　　　　　  繕、管理に関する業務を「施設担当」が行います。 
○学校教育課･･･「学校給食課」を統合し、「学務担当」、「学校給食担当」を置きます。 
○生涯学習課･･･「ふえふき文化・スポーツ振興財団」の早期の体制確立を目指し、「スポーツ振興課」　
　　　　　　  　を統合して、「生涯学習担当」、「スポーツ振興担当」を置きます。 
 
　　　　　　　　　　　「地域課」と「住民課」を統合し、「地域住民課」の１課体制になります。 

　来庁の際、不明な点がありましたら、お気軽に総合案内や近くの職員にお尋ねください。 

市では、行財政改革を推進する中で、皆さんの多様化するニーズに応え、質の高い行政サービスを提供
するために、4月1日（木）から市役所の組織機構を次のとおり一部変更します。 

「第6回笛吹市いちのみや桃の里マラソン大会」開催に伴い、会場である一宮町内の一部の
道路が交通規制されるため混雑が予想されます。大変ご迷惑をおかけしますが、ランナーが安
全でスムーズに通過できるようご協力をお願いします。 
また、コース内での駐車はランナーの妨げになりますので、ご遠慮ください。 

■問合せ先　産業観光部　観光商工課　観光企画担当　☎055（262）4111■問合せ先　総務部　総務課　総務担当　☎055（262）4111または各担当課 

市では、4月から6月にかけて、山梨県や県内市町村、民間団体と連携し、春の

山梨の魅力を全国に伝える「花と名水 美し色の山梨」観光キャンペーンを実施

します。これは、JRと協働で行う全国規模のキャンペーンです。昨年のキャン

ペーンでは、県内外から多くの観光客が笛吹市を訪れました。 

今回も、より多くのお客様に笛吹市を訪れていただき、桃源郷をはじめとする

春の魅力を体感していただきたいと思います。お客様に「また来たい」と思っていただけるように、

市民の皆さんの心をこめた温かいおもてなしをお願いします。 

部局名 

産業観光部 
（本庁） 

農林振興課 

土木課 

まちづくり整備課 

農林振興課 

土木課 

まちづくり整備課 

教育総務課 

農林経営担当 

農産推進担当 

農林経営担当 

農産推進担当 

芦川地域活性化推進担当 

建設担当 

リニア対策担当 

 

計画指導担当 

公園管理担当 

区画整理担当 

総務担当 

施設担当 

学務担当 

学校給食担当 

生涯学習担当 

スポーツ振興担当 

用地担当（新設） 

計画指導担当 

公園管理担当 

区画整理担当 

総務担当 

施設担当 

学務担当 

学校給食担当 

生涯学習担当 

スポーツ振興担当 

学校教育課 

学校給食課 

生涯学習課 

スポーツ振興課 

地域課 

住民課 

地域課 

住民課 

区画整理事務所（現地事務所） 

建設担当 

教育総務課 

学校教育課 

生涯学習課 

建設部 
（南館） 

教育委員会 
（南館） 

境川支所 

春日居支所 

地域住民課 

地域住民課 

課名 

新組織 旧組織
担当名 部局名 

産業観光部 
（本庁） 

建設部 
（南館） 

教育委員会 
（南館） 

境川支所 

春日居支所 

課名 担当名 
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昨
年
1
月
か
ら
、
カ
メ
ル
ー
ン
に

Ｐ
Ｃ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
派

遣
さ
れ
て
い
る
望
月
智
子
さ
ん（
八
代

町
）か
ら
、
現
地
報
告
が
届
き
ま
し
た
。
 
 

 ボ
ン
ジ
ュ
ー
ル
。
日
本
を
離
れ
て

ほ
ぼ
1
年
が
た
ち
、
活
動
期
間
も
折

り
返
し
地
点
に
な
り
ま
し
た
。
現
在

は
乾
季
の
た
め
、
こ
こ
数
カ
月
ま
と
ま
っ

た
雨
が
降
ら
ず
暑
い
日
々
が
続
い
て

い
ま
す
。
 
 

私
は
首
都
か
ら
約
1
8
0
キ
ロ（
バ

ス
で
2
時
間
30
分
）離
れ
た
エ
デ
ア
市

の
エ
デ
ア
技
術
学
校
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
同
僚
の
先
生
と
情
報
処
理
の

授
業
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
機
器
の
管
理

を
し
た
り
、
学
生
と
一
緒
に
ク
ラ
ブ

活
動
に
参
加
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

各
家
庭
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
保
有
す

る
こ
と
は
ま
だ
難
し
い
た
め
、
学
生

は
授
業
等
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
触
れ

る
機
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

生
徒
数
に
対
し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
台

数
が
少
な
い
、
電
気
な
ど
が
不
安
定

で
あ
る
、
砂
ぼ
こ
り
に
よ
る
故
障
が

多
い
な
ど
十
分
な
教
育
環
境
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
工
夫
を
凝
ら
し
な
が

ら
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
 
 

こ
の
学
校
に
は
日
本
ク
ラ
ブ
が
あ

り
、
日
本
に
研
修
に
行
っ
た
顧
問
の

先
生
と
共
に
日
本
文
化
や
日
本
語
の

紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
か
ら

石
和
高
校
国
際
教
養
科
の
皆
さ
ん
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
交
換
も
始
め
ま
し
た
。

左
の
写
真
は
、
ク
ラ
ブ
の
学
生
が
カ

メ
ル
ー
ン
の
布
で
作
っ
た
ゆ
か
た
を

着
て
、
「
青
年
の
日
」
に
行
進
を
す

る
前
の
様
子
で
す
。
こ
の
日
だ
け
で

な
く
、
「
先
生
の
日
」
や
「
女
性
の

日
」
な
ど
の
記
念
日
に
、
お
そ
ろ
い

の
柄
の
布
で
作
っ
た
服
を
着
て
行
進

す
る
こ
と
が
、
こ
こ
で
の
習
慣
と
な

っ
て
い
ま
す
。
 
 

カ
メ
ル
ー
ン
は
、
ア
フ
リ
カ
の
遠

い
国
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
方
が

多
い
と
思
い
ま
す
が
、
今
年
6
月
の

サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
日
本

と
カ
メ
ル
ー
ン
代
表
チ
ー
ム
が
対
戦

し
ま
す
の
で
、
親
し
み
を
持
っ
て
も

ら
え
る
機
会
に
な
れ
ば
と
期
待
し
て

い
ま
す
。
 

  

近
年
、
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
が
急

増
し
て
い
る
た
め
、
消
防
法
が
改
正
さ

れ
、
平
成
18
年
6
月
か
ら
す
べ
て
の
住

宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。（
既
に
お
住
ま

い
の
住
宅
は
、
平
成
23
年
6
月
1
日
ま

で
に
設
置
が
必
要
） 

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
う
ち
、
約

7
割
が
就
寝
中
の
逃
げ
遅
れ
が
原
因
で

す
。
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
の

発
生
を
い
ち
早
く
知
ら
せ
、
逃
げ
遅
れ

を
防
ぐ
と
い
う
大
切
な
役
割
を
果
た
し

ま
す
。
 

住
宅
火
災
か
ら
尊
い
生
命
と
財
産
を

守
る
た
め
、
早
期
に
住
宅
用
火
災
警
報

器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。
 

■
設
置
が
必
要
な
場
所

①
普
段
就
寝
に
使
わ
れ
る
部
屋
に
設
置

し
ま
す
。
子
ど
も
部
屋
や
高
齢
者
の

部
屋
な
ど
も
、
就
寝
に
使
わ
れ
て
い

る
場
合
は
対
象
に
な
り
ま
す
。
 

②
2
階
以
上
に
就
寝
す
る
部
屋
が
あ
る

場
合
、
1
階
へ
通
じ
る
階
段
の
上
部

に
設
置
し
ま
す
。
 

③
就
寝
に
使
用
し
な
い
部
屋
で
、
7
平

方
メ
ー
ト
ル（
4
畳
半
）以
上
の
部
屋

が
5
つ
以
上
あ
る
階
の
廊
下
に
設
置

し
ま
す
。
 

※
台
所
に
は
設
置
義
務
が
あ
り
ま
せ
ん

が
、
設
置
を
お
勧
め
し
ま
す
。
 

■
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
種
類
・
選
び
方

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
は
、
煙
に

反
応
す
る
「
煙
感
知
式
」
と
熱
に
反

応
す
る
「
熱
感
知
式
」（
警
報
器
イ

メ
ー
ジ
参
照
）が
あ
り
ま
す
。
寝
室
・

階
段
に
は
「
煙
感
知
式
」
、
台
所
に

は
「
熱
感
知
式
」
を
設
置
し
て
く
だ

さ
い
。
 

こ
れ
ら
は
、
防
災
設
備
取
扱
店
、

家
電
販
売
店
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な

ど
で
購
入
で
き
ま
す
。
品
質
が
保
証

さ
れ
て
い
る
住
宅
用
火
災
警
報
器
に

は
、「
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク（
日
本
消
防
検
定

協
会
の
鑑
定
品
）」
が
付
い
て
い
ま

す
の
で
、
購
入
時
に
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
 

    
      

■
問
合
せ
先

市
消
防
本
部
 
予
防
課
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）8
5
2
8

次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
の
成
長

を
支
援
す
る
た
め
、
4
月
か
ら
、
中
学

校
修
了
前
ま
で
の
お
子
さ
ん
に
「
子
ど

も
手
当
」
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

■
支
給
額

子
ど
も
1
人
に
つ
き
月
額
1
万

3
0
0
0
円（
平
成
22
年
度
に
限
り
） 

■
支
給
月

6
月
・
10
月
・
2
月
 

※
所
得
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
 

※
現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い

る
方
は
、
子
ど
も
手
当
に
変
更
と
な

り
ま
す
が
、
手
続
き
は
不
要
で
す
。
 

 申
請
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

 
     

 
■
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
　
児
童
課
 

児
童
家
庭
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
4

親
子
で
楽
し
め
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。
 

■
日
時
　
4
月
25
日（
日
）
 

開
場
 
午
後
3
時
30
分
 

開
演
 
午
後
4
時
 

■
内
容

○
第
1
部
 

・
子
ど
も
た
ち
の
ピ
ア
ノ
連
弾
「
動
物

の
謝
肉
祭（
サ
ン
サ
ー
ン
ス
作
曲
）」
 

・
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
 

佐
藤
和
子
さ
ん（
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
） 

○
第
2
部
 

お
楽
し
み
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
 

   
    ■

入
場
料
　
無
料（
要
入
場
整
理
券
） 

※
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
入
場
整
理
券

を
配
布
中
で
す
。
 

■
問
合
せ
先

ふ
え
ふ
き
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
 

☎
0
5
5（
2
6
3
）7
9
5
9

NSマーク 警報器イメージ

不適正な価格、規定外住宅用火
災警報器の訪問販売の事例が発
生しています。市職員・消防職
員による訪問販売や業者への委
託販売は、一切行っていません
のでご注意ください。 

小野惠子さん
（ピアノ）

有泉芳史さん
（チェロ）

■問合せ先　保健福祉部　健康づくり課　健康企画担当　☎ 055（261）1901

【材料 4人分】オニオンベーコンブレット
食パン（6枚切り ）・・・4枚
玉ねぎ・・・・・・・1/2個
ピーマン・・・・・・・1個
ニンジン・・・・・・1/6本
ベーコン・・・・・・・4枚
卵・・・・・・・・・・4個

牛乳・・・・・・・400ml
粉チーズ・・・・・大さじ6
塩・・・・・・・・・少々
こしょう・・・・・・・・少々
サラダ油・・・・・・・適量

【材料 4人分】トマトスープ
トマト・・・・・・・・1個
水・・・・・・・・3カップ
固形コンソメ・・・・・1個

さやいんげん・・・・・5本
ニンジン・・・・・・1/6本
玉ねぎ・・・・・・・1/2個

E

X
C E L L E N

T

主菜
1.5つ

牛乳・乳製品
2つ

主食
1つ

副菜
2つ

①食パンは、真ん中を四角に切り抜く。
②玉ねぎは薄切り、ピーマン・ニンジンはせん切り、ベーコ
ンは1cm幅に切る。フライパンで炒め、塩・こしょうで味
をつける。
③ボウルに卵を割り、牛乳とよく混ぜる。
④③に①のパンをひたし、液がしみ込んだら取り上げ、残り
の液に②の炒めた野菜と粉チーズを入れて混ぜる。
⑤フライパンに油を熱し、穴のあいたパンをおき、真ん中の
穴に④を流し、切り抜いた四角いパンをのせ、両面を焼く。

①トマト・ニンジン・玉ね
ぎは1cm角に切る。
さやいんげんは、
小口切りにする。
②鍋に水、固形コン
ソメ、①の野菜を
入れて煮る。

クラブの学生と望月さん



笛吹市は「桃・ぶどう日本一と温泉の郷」として農業や観光、温泉などで知られていますが、その
ほかにもさまざまなものが市内で作られていることをご存知ですか。 
このコーナーでは、市内の製造業にスポットを当ててシリーズでご紹介します。 

昭和38年に創業し、鶏肉の販売を行っています。
「『安全・安心・おいしさ』を最高の品質で」
をモットーに日々の努力を積み重ね、品質の向
上に努めています。主に取り扱っている地鶏・
銘柄鶏として、「甲州地どり」・「健味赤どり」・「さ
わやか健味どり」などがあります。 
 
ISO9001を取得し品質や顧客満足に配慮する
一方で、地域の皆様に、食の幸せ・楽しみを提
供できる企業を目指します。 

平成8年に創業し、平成16年に現在の場所に
成形工場を新設しました。超精密製品から家電、
自動車部品まで、幅広い分野のプラスチック成
形を主として、金型設計から試作、量産、二次
加工まで一貫してお客様のニーズに対応してい
ます。 
 
笛吹市の発展と社会に貢献できるような地域
密着型の会社を目指しています。 

■問合せ先　産業観光部　観光商工課　商工労働担当　☎ 055（262）4111

企業から一言企業から一言 企業から一言企業から一言

企業から一言企業から一言

昭和29年創業以来、ポリマー製品の成形加工
メーカーとして、常に高性能ポリマーを用いた
製品開発に取り組んでいます。「ハイレベルの技
術と高品質」をモットーに、山梨オペレイショ
ンズセンターでは、情報通信・宇宙航空・半導
体をはじめとする各種産業分野のハイテク装置・
機器に使用される電線＆ケーブルを生産してい
ます。 
 
「比類ない価値」を顧客に提供し続けること。
これが、潤工社の永遠のテーマです。 

昭和26年に創業し、来年は60周年を迎えます。
甲府市から旧八代町に工場移転してから10年、
半導体、液晶製造装置部品の切削（せっさく）加 
工、産業用機器の設計・製作を行っています。
常に「ありがとう経営の実践」、「お客様・仲間
に満足を超えた感動を！」に全員で取り組んで
います。 
 
これからも清掃活動や地域の皆様との関わり
を深め、共に栄える企業を目指します。 

企業から一言企業から一言

■募集期間　　4月1日（木）～20日（火）　午前9時～午後5時 
　　　　　　　※期間を過ぎても定員に達しない講座は、再募集する場合があります。 
■申込方法　　　規定の申込書に記入して、下記あてに持参・郵送・ファックスのいずれかでお申し込み

ください。その際には、必ず「講座番号と講座名｣の記入をお願いします。申込書は、各
支所や市内図書館窓口などにあります。また、このページのコピーもご利用いただけます。 

　　　　　　　○持参・郵送の場合 
　　　　　　　　「笛吹市教育委員会 生涯学習課」または「各支所」窓口（閉庁日除く） 
　　　　　　　○ファックスの場合　「笛吹市教育委員会 生涯学習課 生涯学習担当」 
■申込・問合せ先　　〒406-0031　笛吹市石和町市部809－1　笛吹市役所南館内 
　　　　　　　　　　　　　　　　笛吹市教育委員会　生涯学習課　生涯学習担当 
　　　　　　　　　　　　　　　　☎ 055（261）3339　　　FAX 055（261）3340 
■その他　　　○各講座は約90分の予定ですが、講座により多少前後します。また、時間設定が特殊な講
　　　　　　　　座もありますので講座の案内をご確認ください。 
　　　　　　　○応募者が定員を超えた場合は、抽選になります。その際は、笛吹市民を優先します。 
　　　　　　　○受講が決定した方には講座受講者決定通知書を、また、抽選に外れてしまった方には落
　　　　　　　　選通知書を送付します。 
　　　　　　　○材料費・テキスト代・使用料・入場料・保険料などが必要な講座の受講者には、先に費
　　　　　　　　用を納入していただきます。講座受講者決定通知書でお知らせする銀行口座へ振り込ん
　　　　　　　　でください。（1,000円未満は除く） 
　　　　　　　○受講者の都合で受講できなくなった場合は、負担金の返金はできません。なお、主催者
　　　　　　　　の都合で講座が行われなかった場合は、振込手数料を除いて返金します。 
　　　　　　　○希望者が一定の数に達しない場合など、講座を取りやめることもあります。 

※市民講座の内容は、初心者対象です。引き続き受講を希望される場合や、より高いレベルの講座を受講
　したい場合などは、自主（任意）グループを結成することで、施設使用料が一定の期間助成され、講座を
　継続できる場合もあります。詳しくは、各講座担当の生涯学習コーディネーターにご相談ください。 

　教育委員会では、生涯学習機会の充実を目指して市民講座を開講します。皆さんのお申し込みをお待ち
しています。

〒

電話番号

ふりがな

申込者氏名

希望する
講座番号 講　座　名

希望する
講座番号 講　座　名

住　　所

生年月日 　年　  月　  日大・昭・平 男 ・ 女



講座 講座

講座

講座

講座

講座

講座 講座

講座 講座

講師  

日 時  

定 員  

会 場  

受講料 

講 師  

日 時  

定 員  

会 場  

受講料 

講 師  

日 時  

定 員  

会 場  

受講料 

講 師  

日 時  

定 員  

会 場  

受講料 

受講料 
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日 時  

定 員  
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日 時  
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日 時  
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受講料 

みさか初心者陶芸教室

土屋百合子 先生

6月 2日・9日・16 日・30 日、7月 7日
（各水曜日）　午後1時30分～3時30分
御坂陶芸場（旧葵保育所）

15人

1,800円

初心者向けの陶芸教室です。あなただけのオリジナ
ル作品を作ってみませんか。楽しく丁寧に指導しま
す。

野澤文江 先生

9月 3日・10 日・17 日・24 日、10月 1日
（各金曜日）　午前10時～11時30分
八代総合会館

10人

5,000円 （材料費含む）

アロマを一緒に楽しみましょう！！アロマせっけん、アロ
マキャンドル、ハンドクリーム、リップクリームなど、各
回とも違う物を作ります。

荻原道子 先生

8月 6日（金）　午前9時30分～12時
（受付は午前9時から）

金川の森管理事務所

15人

800円

押し花の作り方や押し花を使ったオリジナルの作品作
りを楽しみます。

佐藤洋子 先生

6月 2日（水）　午前9時～12時

春日居福祉保健センター

15人

1,000円

無農薬の採れたての梅を使い、免疫力を高める酵素
作りを学習します。また、既に出来上がっているもの
をお持ち帰りいただけます。

福嶋孝一 先生

6月 4日（金）　午前10時～12時

学びの杜みさか

20人

2,000円

スコレーセンター 200円

夏に先がけて涼しげな寄せ植えを作ります。自分のセ
ンスで、さわやかな植物を楽しみましょう。

堀内征子 先生

6月 3日・17 日、7月 1日（各木曜日）　
午後1時30分～4時30分

スコレーパリオ

15人

3,000円

七宝焼きは、銅板の上に色ガラスの粉末をデザインに
基づいて調整し、焼き上げるもので、金・銀など七種
の宝石の美しさを表現すると言われています。色の美
しさ・暖かさに感動してみませんか。

石見谷 紘 先生 

5月 26 日、6月 9日・23 日、7月 7日　
（各水曜日）　午前10時～11時30分

20人

折り紙を使って楽しくコミュニケーションをとってみま
せんか。考えながら手先を使うことで、頭のトレーニ
ングにもなります。
※生涯学習課で講師の作品を展示しています。

小林美智子  先生

6月 9日・16 日・23 日・30 日、
7月 7日（各水曜日）　午後7時～9時

八代総合会館

20人

1,000円

夏、ゆかたを着る機会が多いシーズンです。今年の夏
こそ、自分でゆかたを上手におしゃれに着こなしたい
方、基礎から学んでみませんか。

村松江美子 先生

6月 10 日・24 日、7月 8日・22 日、8月 5日・19 日、
9月 2日・16 日（各木曜日）　午後2時～3時30分
春日居あぐり情報ステーション

15人

5，000円

（財）日本手芸普及協会の指導員である村松先生によ
るハワイアンキルト教室です。常夏のハワイを思い浮
かべながら、世界にたった一つのあなただけのバッグ
を作ってみましょう。

大久保栄治教授（山梨学院短期大学）
小林豊一郎先生（山梨県植物研究会）

9月 12 日（日）　午前9時30分～12時
森林公園金川の森

15人

無料

秋の金川の森を散策しながら、草花や樹木を観察して
樹名板（じゅめいばん・樹木の名前などを記載した板）
を設置します。

アロマで作ろうハンドメイドコスメ

初夏の酵素作り 押し花体験教室

ガーデニング教室七宝焼き教室

大人の折り紙コミュニケーションゆかたの着付け教室

ハワイアンキルト教室秋の植物に親しもう

尺八入門講座

荻野逸禎 先生

6月 4日・11 日・18 日・25 日、7月 2日
（各金曜日）　午後7時30分～9時30分
スコレーセンター

10人

1,000円

初めて尺八を手にする方が対象の講座です。姿勢か
ら吹き方、楽譜の読み方などの基礎を学びましょう。
（尺八はお貸しします）

30人（初受講の方対象です）

水中運動は、陸上の運動より体への負担は軽く負荷は大きくなり
ます。この特性を利用して、無理の無いウォーキングとエクササイ
ズで、ひざの痛みや腰痛などを軽減し健康的な体づくりをします。

（株）ピーシーワークス社員

7月 23 日（金）・27 日（火）・30 日（金）、
8月 3日（火）・6日（金）　午後7時～9時　

（株）ピーシーワークス

24人

4,200円

仕事や家庭で大活躍のワード・エクセルを簡単に学べ
る講座です。実際によく必要とされる書類や帳票を作
成しながら進めていくので、経験のない方でも短時間
でコツがつかめます。

成島光江 先生
6月 1日・8日・15 日・22 日・29 日　
（各火曜日）　午後7時30分～9時

境川総合会館

30人

無料

いつまでも若々しく健康に！いろいろなポーズで全身を
まんべんなく動かして心と体をほぐします。「無理しな
い」、「人と比べない」ヨガは誰でもできる健康法です。

岸本厚子 先生
9月 1日・8日・15 日・22 日・29 日、10月 6日・
13 日（各水曜日）　午後7時30分～9時　
いちのみや桃の里ふれあい文化館

16人

1,400円

手紙や人前で美しい文字を書けたらうれしいですね。
気軽にペンや筆ペンを持って、きれいな字に挑戦して
みませんか。

飯島貴子 先生

9月 7日・14 日・21 日・28 日、10月 5日・12 日・
26 日、11月 2日・9日・16 日（各火曜日）
午後1時30分～3時

八代総合会館

30人

無料

3種類の用具（ボール・ベル・ベルダー）を使う健康体
操です。音楽に合わせ楽しく体を動かして、筋力アッ
プやストレス解消を図ります。

小田切こずえ 先生

8月 3日・10 日・17 日・24 日・31 日、9月 7日
（各火曜日）　午後1時30分～3時
働く婦人の家（八代町）　

15人

無料

ビジネスの場におけるサービス接遇の具体的な考え
方や行動の仕方、話し方などを基礎から学びます。
（希望者は11月 に検定試験があります）

早川真白 先生

6月 4日・11 日・18 日・25 日（各金曜日）
午後7時30分～9時

30人

いろいろなリズムに合わせて体を動かし、良い汗をか
いてストレス発散しませんか。体力作り・ダイエットに
もなります。

西海真紀 先生

6月 8日・15 日・22 日、7月 6日・13 日
（各火曜日）　午後7時30分～9時
スコレーセンター

10人

500円

小笠原礼法を基に分かりやすく学びます。
礼法は相手を思いやる心を基に成り立っており、その作法に
はそれぞれ意味が込められています。知っているようで、知ら
ない日常生活のマナー・・・正しいマナーを身に付けましょう！

講師  上田恭子 先生
日時  6月 2日・9日・16 日・23 日（各水曜日）

午後1時30分～3時
会場  働く婦人の家（八代町）

30人

受講料 無料

会場  境川総合会館
受講料 無料

年齢を問わず初心者の方もすぐ覚えられて楽しく踊
れるフォークダンスを習います。男性の方も大歓迎で
す！

楽らく水中ウォーキング＆エクササイズ

健康ヨガ かんたんワード・エクセル講座

日常に使えるペン習字教室3B体操教室

就職・再就職のための初級接遇マナー講座ダンスワーク

知っておきたい日常生活のマナーフォークダンス教室

半田美恵子  先生
5月 27 日、6月 3日・10 日・17 日・24 日、
7月 1日・8日・15 日・22 日・29 日（各木曜日）
午後2時～4時　　 県立青少年センター

230円 ×10回（プール使用料）
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昨年10月、内閣府が男女共同参画についての国民の意識調査を行いました。その中で、男女共同参画
に関する言葉のうち、見たり聞いたりしたことがあるものを聞く設問がありました。今回は、この調査で項目
に挙げられた男女共同参画に関する言葉についてご紹介します。 

法の下の平等を保障する日本国憲法の理念にのっとり、雇用の分野における男女の均等な機会と待遇
の確保を図るとともに、女性労働者の就業に関して妊娠中や出産後の健康の確保を図るなどの措置を推
進することを目的とした法律です。 

男女雇用機会均等法

配偶者や恋人など親密な関係にある、またはあった者からふるわれる暴力のことです。被害者の性別を
限定していませんが、被害者の多くが女性です。 

ＤＶ（ドメステック･バイオレンス）

性別にかかわりなく、誰でも家庭や職場、地域活動に参加し、女性や男性の固定的役割意識にとらわれず、
｢女らしく｣・｢男らしく｣よりも「人間らしく」・「自分らしく」生きることのできる社会のことです。 

男女共同参画社会

国民一人ひとりが、やりがいや充実感を持ちながら働き、仕事上の責任を果たすとともに家庭や地域生活など
においても、子育て期、中高年期といった人生の各段階に応じて多様な生き方が選択・実現できることをいいます。 

仕事と生活の調和（ワークライフバランス）

男女の完全な平等の達成に貢献することを目的に、女子に対するあらゆる差別を撤廃することを基本理
念としている多国間条約です。日本は、昭和60年にこれを批准しました。 

女子差別撤廃条約

「女らしさ、男らしさ」といった社会的・文化的側面からみた性差のことです。ジェンダーは、男と女という生物学
的な違いから必然的に生じるのではなく、社会が求める「らしさ」の教育やしつけによって後天的に形成されます。 

ジェンダー

性による社会的・文化的差別をなくすこと。ジェンダーにとらわれず、それぞれの個性や資質に合った生
き方を自分で決定できるようにしようという考え方です。 

ジェンダーフリー

固定的な性別による役割分担意識や過去の経緯から、男女労働者の間に事実上生じている差がある時、
それを解消しようと行う自主的かつ積極的な取り組みです。 

ポジティブアクション

プラン策定委員会
男女共同参画推進委員会が推進している市の男女共同参画計画「輝け

男女　笛吹プラン」の計画期間が平成22年度に満了します。現在推進して
いるプランの検証や第2次のプラン策定に向けて、推進委員の立場から調査・

研究方法を検討するため、推進委員会にプラン策定委員会を組織しました。これまで第2次プランの策定に
役立てるため市が行う市民実態調査（アンケート）の内容について検討を行いました。皆さんのお手元にア
ンケートが届いた時には、ご協力をお願いします。 

長期脂肪燃焼プログラム

半田美恵子 先生

6月1日・8日・15 日・22 日・29 日、7月 6日・13 日、
8月 17 日・24 日・31 日、9月 7日・14 日・28 日、
10月 5日・19 日（各火曜日）　午前10時～11時30分

いちのみや桃の里スポーツ公園体育館

30人

無料

音楽に合わせて動く楽しさを体感しながら脂肪燃焼
し、シェイプアップしたい方にお勧めの運動を紹介しま
す。エクササイズでコミュニケーションをとりながら、
スマート＆健康になりましょう！

①齊木 先生②遠藤 先生③久保田 先生

6月 3日(木）　午前9時30分 スコレーセンター
南側駐車場集合出発・午後4時頃帰着予定
①市川三郷町花火資料館
②富士川クラフトパーク③若草瓦会館

30人

無料

講座①打ち上げ花火の作り方や種類の説明・花火大
会の楽しみ方のポイント、講座②富士川地域の地場産
業の見学、講座③南アルプス市特産の魔除け・一家の
お守りである甲州鬼面瓦について学びます。

半田美恵子 先生

6月 9日・23 日、7月 7日・21 日、8月 18 日、
9月 1日・15 日・29 日（各水曜日）　
午前10時～11時30分

境川スポーツセンター

30人

無料

ストレッチは、肉体的にも精神的にも大きな効果を得
られます。この機会に、生活の一部として取り入れて
みてはいかがでしょうか。

(財）山梨県体育協会スポーツトレーナー

6月 12 日(土）　午前9時30分～12時
（受付は午前9時から）
金川の森管理事務所前集合

15人

無料

緑いっぱいの森の中で、森林浴を楽しみながら、心と
体をリフレッシュします。

ボランティアガイド笛吹

5月 26 日（水）　午前9時30分御坂農村環境改
善センター駐車場集合出発・午後3時頃帰着予定

芦川町

20人

無料

芦川地域の山野の魅力と貴重な景観、歴史に触れてみ
ましょう。「すずらん群生地」などを訪ねて学びます。

武田の杜管理事務所職員

5月 28 日（金）　午前9時いちのみや桃の里スポ
ーツ公園駐車場集合出発・午後3時頃帰着予定
※雨天の場合は6月 4日（金）に延期

健康の森（甲府市）　

20人

無料

武田の杜は、甲府市北部にある緑豊かな森林地帯で、
富士山をバックに甲府盆地を一望できる美しい森林公
園です。この静かな森林の中でリフレッシュしましょう。

シリーズ地場産業・やまなしを知る

県ボランティアセンター職員ほか

①傾聴（お年寄りの話に耳を傾ける）
　ボランティア養成講座　6月  17 日・24 日
②施設介助ボランティア養成講座　7月  1日・8日
③地域助け合いボランティア養成講座
　7月  22 日・29 日（いずれも木曜日）
午後1時30分～3時30分　

スコレーセンター　 

①②③各20人（申込書に番号を記入《複数可》）

無料

ボランティ活動をとおして、地域貢献や社会参加の機
会をつくりませんか。デイサービスセンターなどの介
護施設や身近な地域でのボランティアをしてくださ
る、おおむね60歳以上 の方を対象としたボランティア
養成講座です。生きがいづくりや自分が地域のために
できることを学ぶために、ぜひご参加ください。

やってみよう！ボランティア～シルバーボランティア養成講座～

笛吹市キャラバン・メイト

①7月 27 日(火)  午後7時～9時
②8月 24 日(火)  午後1時30分～3時30分
スコレーセンター

①②各20人（申込書にどちらか番号を記入）

無料

「認知症」は誰にでも起こりうる脳の病気です。認知
症を正しく理解し、認知症の方やその家族を温かく見
守る応援者として「認知症サポーター」になりません
か。あなた自身の認知症予防にもつながります。

「認知症」を知ろう～認知症サポーター養成講座～

ストレッチ＆リラクゼーション

金川の森ウォーク

芦川ふるさと探訪

武田の杜自然散策

吹ちゃん笛ちゃん

男女共同参画に関する 
言葉はなんとなく知っていたけど、 
ちゃんと確認できて良かったね 

■問合せ先　市民環境部　市民活動支援課　市民活動支援担当　 055（262）4111 
 

本当！　ちょっと難しい 
言葉ばかりだものね 
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年
の
馬
頭
観

音
が
あ
り
ま
す
。
 

上
芦
川
東
原
に
も
刻
像
塔
が
2
基
、
文
字
塔
が

1
基
あ
り
、
東
原
藤
塚
に
も
文
字
塔
が
2
基
、
新

井
原
、
鶯
宿
な
ど
に
も
刻
像
や
文
字
塔
が
見
ら
れ

る
な
ど
芦
川
各
地
で
馬
頭
観
音
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
中
に
は
、
石
垣
内
に
造
ら
れ
た
ほ
こ
ら

に
ま
つ
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
馬
頭
観

音
は
、
街
道
沿
い
に
あ
り
か
つ
て
は
馬
と
共
存
し

て
き
た
芦
川
集
落
を
代
表
す
る
石
造
物
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。
 

皆
さ
ん
も
、
芦
川
を
散
策
し
て
、
こ
れ
ら
の
石

造
物
を
巡
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
 

    大
河
ド
ラ
マ
「
風
林
火
山
」
の
主
人

公
で
あ
る
山
本
勘
助
の
実
在
を
証
明
す

る
古
文
書
「
市
河
家
文
書
」
を
、
期
間

限
定
で
特
別
公
開
し
ま
す
。
 

■
日
時

4
月
7
日（
水
）〜
12
日（
月
）
 

■
場
所
　
県
立
博
物
館
　
常
設
展
示
 
 

■
観
覧
料
　
大
人
　
5
0
0
円
 
 

 
■
問
合
せ
先
 

山
梨
県
立
博
物
館
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）2
6
3
1

ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
で
森
探
検

野
鳥
と
の
出
会
い
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市民劇団第5期生募集
 
市民劇団では、劇団員第5期生を募集します。子どもも大人も
大歓迎です。みんなで楽しくミュージカルを作り上げていきま
しょう。もちろん、衣装や大道具も自分たちで手作りします。 
今年の秋には、スコレーセンターで公演予定です。 
※20人から40人用のオリジナル脚本も募集中です。興味のある
方はご連絡ください。 
 
■対象　市内・近隣市町村在住の小学生以上の方 
■練習日程
○毎週水曜日　午後6時30分～8時30分 
○毎週日曜日　午後１時～5時 
※5月中旬から練習開始予定で
す。本番前は、練習時間が少
し増えることもあります。 
■募集人数　20人程度 
※定員になり次第、締め切りに
なります。 
■申込・問合せ先
ふえふき文化・スポーツ振興
財団 
☎055（263）7959

果
樹
技
能
講
習
会

  果
樹
栽
培
の
発
展
を
目
指
し
、
農
業

技
術
習
得
の
た
め
の
講
習
会
を
実
施
し

ま
す
。
 

農
業
経
験
が
な
く
て
も
農
業
の
現
場

で
の
就
労
に
意
欲
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

■
対
象

市
内
在
住
で
農
業
に
関
心
が
あ
り
、

就
労
を
希
望
さ
れ
る
方
 

■
日
程

5
月
中
旬
か
ら
6
月
下
旬
の
間
で
10

日
程
度
 

※
詳
細
は
参
加
者
に
追
っ
て
通
知
し
ま
 

す
。
 

■
内
容

桃
の
摘
果
、
桃
の
袋
か
け
、
ぶ
ど
う

の
房
作
り
、
ぶ
ど
う
の
摘
粒
 

■
参
加
費
　
無
料
 

■
申
込
締
切
　
4
月
20
日（
火
）
 

       
■
申
込
・
問
合
せ
先

笛
吹
市
援
農
支
援
セ
ン
タ
ー
 

☎
0
5
5
3（
4
7
）6
1
3
0

和
太
鼓
教
室

い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ

あ
い
文
化
館
イ
ベ
ン
ト

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

  笛
吹
市
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
を
募
集

し
ま
す
。
同
ク
ラ
ブ
で
は
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
・
囲
碁
・
手
芸
・
各
種
研
修

な
ど
を
と
お
し
て
、
生
き
が
い
づ
く
り

や
健
康
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り
を
楽
し

く
行
っ
て
い
ま
す
。
 

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
 

す
。
 

 
■
問
合
せ
先

最
寄
り
の
老
人
ク
ラ
ブ
 

ま
た
は
 

老
人
ク
ラ
ブ
事
務
局（
笛
吹
市
社
会

福
祉
協
議
会
） 

☎
0
5
5（
2
6
5
）5
1
8
2

自
衛
官
募
集

  自
衛
官
幹
部
候
補
生
を
募
集
し
ま
 

す
。
 

■
募
集
種
目
・
応
募
資
格

○
一
般
・
技
術
 

20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
方
 

（
22
歳
未
満
の
場
合
は
大
学
卒
業
者
 

《
卒
業
見
込
み
含
む
》
）
 

※
大
学
院
修
士
学
位
取
得
者（
見
込
み

含
む
）は
28
歳
未
満
 

○
歯
科
 

専
門
の
大
学
卒
業
者（
卒
業
見
込
み

含
む
）で
、
20
歳
以
上
30
歳
未
満
の

方
 

○
薬
剤
科
 

専
門
の
大
学
卒
業
者（
卒
業
見
込
み

含
む
）で
、
20
歳
以
上
26
歳
未
満
の

方（
た
だ
し
、
薬
学
修
士
取
得
者
《
見

込
み
含
む
》
は
28
歳
未
満
ま
で
）
 

○
一
般
曹
候
補
生
 

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者（
高
等
学

校
在
学
者
は
除
く
）
 

■
願
書
受
付
期
間

4
月
1
日（
木
）〜
5
月
10
日（
月
）
 

 
■
問
合
せ
先

自
衛
隊
山
梨
地
方
協
力
本
部
 

募
集
課
 

☎
0
5
5（
2
5
3
）1
5
9
1
 

 

     
■
日
時

4
月
18
日（
日
）
 

午
後
1
時
30
分
か
ら
 

■
場
所

い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化

館
　
調
理
実
習
室
 

■
参
加
費
　
2
0
0
0
円（
材
料
代
）
 

■
定
員
　
20
人
 

■
申
込
締
切
　
4
月
15
日（
木
）
 

※
韓
流
ド
ラ
マ
「
チ
ャ
ン
グ
ム
」
な
ど

の
パ
ネ
ル
展
も
併
せ
て
開
催
し
ま
 

す
。
 

  　
　
 

■
日
時

4
月
18
日（
日
）
 

午
後
１
時
30
分
〜
4
時
 

■
場
所

い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化

館
　
創
作
活
動
室
 

■
参
加
費
　
2
0
0
0
円（
材
料
代
）
 

■
定
員
　
20
人
 

※
毎
月
第
3
日
曜
日
開
催
予
定
 

 
■
問
合
せ
先

い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化

館
 

☎
0
5
5
3（
4
7
）6
0
6
6

  笛
吹
市
太
鼓
連
合
に
よ
る
和
太
鼓
教

室
を
開
催
し
ま
す
。
 

■
対
象

市
内
在
住
で
小
学
3
年
生
以
上
の
方
 

 
■
日
時（
全
4
回
）
 

4
月
20
日（
火
）・
27
日（
火
）、
5
月

11
日（
火
）・
18
日（
火
）
 

午
後
7
時
30
分
〜
9
時
30
分
 

 
■
場
所

御
坂
天
雷
太
鼓
道
場（
甲
府
国
際
カ

ン
ト
リ
ー
入
口
）
 

 
■
定
員
　
20
人
 

 
■
参
加
費
　
5
0
0
円（
4
回
分
）
 

 
■
服
装
・
持
ち
物

動
き
や
す
い
服
装
・
上
履
き
・
タ
オ
 

ル
・
飲
み
物
な
ど
 

 
■
申
込
方
法

　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
に
な

り
ま
す
。
 

 
■
申
込
・
問
合
せ
先

笛
吹
市
太
鼓
連
合
 

梶
原
　

☎
0
5
5（
2
6
4
）2
7
2
9
 

水
上
　

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
9
3
8
 

 

韓
流
料
理
教
室

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
教
室

    
■
日
時（
全
6
回
）

4
月
13
日（
火
）〜
15
日（
木
）・
20
日
 

（
火
）〜
22
日（
木
）
 

午
後
6
時
〜
9
時
 

■
内
容

シ
ー
ケ
ン
サ
ー
の
活
用
・
プ
ロ
グ
ラ

マ
ブ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
機
器
使
用

に
よ
る
実
技
講
習
 

■
受
講
料

山
梨
県
職
業
能
力
開
発
協
会
 

会
員
　
　
8
5
0
0
円
 

会
員
外
　
1
万
7
0
0
0
円
 

■
定
員
　
20
人
 

■
申
込
締
切
　
4
月
6
日（
火
）
 

   
■
日
時（
全
３４
回
）

平
成
22
年
5
月
20
日（
木
）〜
平
成
23

年
3
月
3
日（
木
）の
毎
週
木
曜
日
 

午
後
6
時
〜
9
時
 

■
内
容

　
簡
単
な
日
常
会
話
・
ビ
ジ
ネ
ス
会
 

話
、
基
本
文
法
、
単
語
、
発
音
な
ど

を
学
び
ま
す
。
 

■
受
講
料

会
員
　
　
2
万
7
0
0
0
円
 

会
員
外
　
3
万
1
5
0
0
円
 

■
定
員
　
20
人
 

■
申
込
締
切
　
5
月
10
日（
月
）
 

  
■
日
時（
全
３４
回
）

平
成
22
年
5
月
19
日（
水
）〜
平
成
23

年
3
月
2
日（
水
）の
毎
週
水
曜
日
 

午
後
6
時
〜
9
時
 

■
内
容

　
中
国
語
の
初
級
課
程
を
修
了
し
た

方
向
け
の
内
容
で
、
会
話
を
文
章
に

ま
と
め
る
、
文
法
、
単
語
な
ど
を
学

び
ま
す
。
 

■
受
講
料

会
員
　
　
2
万
7
0
0
0
円
 

会
員
外
　
3
万
1
5
0
0
円
 

■
定
員
　
20
人
 

■
申
込
締
切
　
5
月
10
日（
月
）
 

 ■
場
所

山
梨
県
中
小
企
業
人
材
開
発
セ
ン
タ
 

ー
・
山
梨
県
職
業
能
力
開
発
協
会
 

（
甲
府
市
大
津
町
2
1
3
0
―
2
）
 

 
■
申
込
方
法

　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

 
■
申
込
・
問
合
せ
先

山
梨
県
職
業
能
力
開
発
協
会
 

人
材
開
発
課（
丹
澤
）
 

☎
0
5
5（
2
4
3
）4
9
1
6
 

FAX
0
5
5（
2
4
3
）4
9
1
9

P
L
C
で
学
ぶ
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御

ビ
ジ
ネ
ス
中
国
語
（
中
級
）

ビ
ジ
ネ
ス
中
国
語
（
初
級
）

みんなでミュージカルに挑戦しよう 
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介
護
保
険
料
の
減
免
制
度

  65
歳
以
上
の
方（
第
1
号
被
保
険
者
） 

で
、
介
護
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方

に
は
、
次
の
よ
う
な
減
免
制
度
が
あ
り

ま
す
。
 

■
対
象

次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
 

○
住
民
税
世
帯
非
課
税
で
あ
る
方
 

○
前
年
度
収
入
金
額
の
合
計
が
1
2
0

万
円
以
下
の
方（
世
帯
員
2
人
の
場

合
を
基
準
と
し
て
、
3
人
以
上
の
場

合
は
世
帯
員
1
人
に
つ
き
35
万
円
を

加
算
し
た
額
）
 

○
住
民
税
課
税
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
な

い
方（
税
法
上
の
扶
養
親
族
、
健
康

保
険
な
ど
の
被
扶
養
者
、
給
与
計
算

上
の
扶
養
親
族
で
は
な
い
人
）
 

○
世
帯
全
員
の
預
貯
金
な
ど
の
合
計
が

3
5
0
万
円
以
下
の
方
 

○
世
帯
全
員
が
居
住
用
資
産
以
外
に
処

分
で
き
る
資
産
を
持
っ
て
い
な
い
方
 

 
■
軽
減
割
合

○
第
1
・
2
段
階
の
保
険
料
 

4
分
の
3
に
減
額
 

○
第
3
段
階
の
保
険
料
 

2
分
の
1
に
減
額
 

※
保
険
料
第
1
段
階
の
方
の
う
ち
、
生

活
保
護
受
給
者
は
除
き
ま
す
。
 

 
　
な
お
、
災
害
な
ど
、
や
む
を
得
ず
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
た

場
合
に
も
、
減
免
を
受
け
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
 

 
■
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
　
介
護
保
険
課
 

介
護
総
務
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
3
 

 

つ
る
し
雛
づ
く
り
体
験
学

習
会

負
担
限
度
額
認
定
証
交
付

に
は
申
請
を

4
月
か
ら
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
見
直
し

   「
鄙（
ひ
な
）の
会
」
主
催
に
よ
る
つ

る
し
雛（
び
な
）づ
く
り
体
験
学
習
会
を

開
催
し
ま
す
。
 

「
鄙
の
会
」
は
、
市
の
文
化
施
設
を

活
性
化
す
る
た
め
に
活
動
し
て
い
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。
 

■
日
程（
全
10
回
）
 

5
月
12
日（
水
）、
9
月
8
日（
水
） 

・
22
日（
水
）、
10
月
13
日（
水
）
 

27
日（
水
）
 

 
■
時
間

各
日
と
も
に
 

午
前
10
時
〜
12
時
 

午
後
1
時
〜
3
時
 

■
場
所
　
八
田
家
書
院
 

 
※
参
加
費
・
持
ち
物
な
ど
に
つ
い
て
は
、

申
込
者
に
追
っ
て
連
絡
し
ま
す
。
 

 
■
問
合
せ
先

・
八
田
家
書
院
 

0
5
5（
2
6
1
）6
1
1
1
 

・
教
育
委
員
会
　
文
化
財
課
 

0
5
5（
2
6
1
）3
3
4
2

身
体
障
害
者
手
帳
交
付

   介
護
保
険
の
負
担
限
度
額
認
定
証
を

受
け
取
る
に
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。
 

負
担
限
度
額
認
定
証
と
は
、
施
設
サ

ー
ビ
ス（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
含
む
）利

用
時
に
窓
口
で
提
示
す
る
と
、
食
費
と

居
住
費（
滞
在
費
）の
支
払
い
が
、
負
担

限
度
額
ま
で
に
な
る
認
定
証
の
こ
と
で
 

す
。
 

た
だ
し
、
通
所
系
サ
ー
ビ
ス（
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
な
ど
）の
食
費
は
、
対
象
外

で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

 
■
対
象

利
用
者
負
担
段
階
が
、
第
1
段
階
か

ら
第
3
段
階
に
該
当
す
る
方
 

○
第
1
段
階
 

・
住
民
税
が
世
帯
非
課
税
で
、
老
齢
福

祉
年
金
を
受
け
て
い
る
方
 

・
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
 

○
第
2
段
階
 

・
住
民
税
が
世
帯
非
課
税
で
、
合
計
所

得
金
額
と
課
税
年
金
収
入
額
の
合
計

が
年
間
80
万
円
以
下
の
方
 

○
第
3
段
階
 

・
住
民
税
が
世
帯
非
課
税
で
、
第
2
段

階
に
該
当
し
な
い
方
  

 
■
負
担
限
度
額

　
居
住
費
と
食
費
に
は
、
利
用
者
負

担
段
階
に
応
じ
た
負
担
限
度
額
が
設

け
ら
れ
ま
す
。（
下
の
表
参
照
）
 

■
申
請
方
法

　
被
保
険
者
証
と
印
鑑
を
持
参
し
、

介
護
保
険
課
ま
た
は
各
支
所
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
 

■
認
定
証
の
有
効
期
限

　
認
定
証
の
有
効
期
限
は
、
申
請
月

の
初
日
か
ら
次
の
6
月
30
日
ま
で
で
 

す
。
 

　
ま
た
、
認
定
証
の
年
度
更
新
日
 

は
、
毎
年
7
月
1
日
で
す
。
既
に
認

定
証
を
お
持
ち
の
方
に
は
、
5
月
下

旬
以
降
に
更
新
の
お
知
ら
せ
を
送
付

す
る
予
定
で
す
。
 

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
請

　
負
担
限
度
額
認
定
申
請
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
可
能
で
す
。
「
や

ま
な
し
く
ら
し
ね
っ
と
」（
や
ま
な

し
申
請
・
予
約
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
）

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

　
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

 
■
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
　
介
護
保
険
課
 

介
護
総
務
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
3

手作りのつるし雛 

  4
月
か
ら
、
肝
臓
機
能
障
害
に
よ
る

身
体
障
害
者
手
帳
を
交
付
し
ま
す
。
 

■
対
象
　

○
肝
臓
移
植
を
受
け
、
抗
免
疫
療
法
を

実
施
し
て
い
る
方
 

○
認
定
基
準
に
該
当
す
る
肝
臓
機
能
障

害
を
も
つ
方
 

※
認
定
基
準
に
つ
い
て
 

　
肝
臓
機
能
障
害
の
医
学
的
基
準
で

あ
るC

h
ild

―P
u
g
h

（
チ
ャ
イ
ル
ド

ビ
ュ
ー
）分
類
に
従
っ
て
判
定
し
ま
 

す
。
こ
の
分
類
で
は
、
肝
性
脳
症
、

腹
水
、
血
清
ア
ル
ブ
ミ
ン
値
、
プ
ロ

ト
ロ
ン
ビ
ン
時
間
、
血
清
総
ビ
リ
ル

ビ
ン
値
に
よ
っ
て
、
肝
臓
機
能
障
害

の
重
症
度
を
評
価
し
ま
す
。
 

　
た
だ
し
、
診
断
前
1
8
0
日
間
に

ア
ル
コ
ー
ル
を
摂
取
し
て
い
る
方
な

ど
は
、
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
 

■
申
請
時
の
持
ち
物

○
身
体
障
害
者
手
帳
交
付
申
請
書
 

○
身
体
障
害
者
手
帳
指
定
医
が
作
成
し

た
診
断
書
・
意
見
書
 

顔
写
真
1
枚（
縦
4
　
×
横
3
　
）
 

※
症
状
や
状
態
が
手
帳
交
付
対
象
に
該

当
す
る
か
ど
う
か
は
、
か
か
り
つ
け

の
医
師
な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

 
■
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
　
福
祉
総
務
課
 

障
害
福
祉
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）1
2
7
1

cm

cm

   
■
「
平
成
２２
・
２３
年
度
山
梨
県
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
保
険
料
率
」
決
定

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
 

は
、
75
歳
以
上（
一
定
の
障
が
い
の

あ
る
65
歳
以
上
）の
方
の
約
2
年
間

分
の
医
療
費
が
賄
え
る
よ
う
、
都
道

府
県
広
域
連
合
ご
と
に
定
め
ら
れ
た

保
険
料
率
を
基
に
、
負
担
能
力
に
応

じ
て
皆
さ
ん
に
公
平
に
負
担
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
 

2
年
に
一
度
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
保
険
料
率
改
定
が
行
わ
れ
ま

す
が
、
平
成
22
・
23
年
度
は
現
行
の

保
険
料
率
に
据
え
置
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
 

医
療
費
が
増
大
す
る
中
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度

を
維
持
す
る
た

め
に
は
、
皆
さ

ん
に
納
め
て
い

た
だ
く
保
険
料

が
大
切
な
財
源

と
な
り
ま
す
。

ご
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま

す
。
 

 
■
保
険
料
の
軽
減

措
置
延
長

①
低
所
得
世
帯
の

方
は
、
平
成
22

年
度
も
引
き
続

き
均
等
割
額
の

8
・
5
割
軽
減

措
置
が
継
続
さ

れ
ま
す
。
 

 ②
被
用
者
保
険
の

被
扶
養
で
あ
っ
た
方
が
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
へ
移
る
場
合
は
、
平
成

22
年
度
も
引
き
続
き
均
等
割
額
の
9

割
軽
減
措
置
が
継
続
さ
れ
ま
す
。
 

 
■
問
合
せ
先

・
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
0
5
5（
2
3
6
）5
6
7
1
　
　
 

・
市
役
所
市
民
環
境
部
　
国
民
健
康
保

険
課
　
高
齢
者
医
療
担
当
　
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

＋ 

 1日当たりの居住費
1日当たりの
食費

利用者負担
段階 ユニット型

個室
ユニット型
準個室

従来型個室
（特養）

従来型個室
(老健・療養)

多床室
(相部屋)

第1段階

第2段階

第3段階

820円 

820円 

1,640円 

490円 

490円 

1,310円 

320円 

420円 

820円 

490円 

490円 

1,310円 

　0円 

320円 

320円 

300円 

390円 

650円 



Kokuho Fuefuki

催
　
し

募
　
集

講 

座・
教 

室

健 

康・
福 

祉

子
育
て

生 

活・
環 

境

相
　
談

お
知
ら
せ

催
　
し

募
　
集

講 

座・
教 

室

健 

康・
福 

祉

子
育
て

生 

活・
環 

境

相
　
談

お
知
ら
せ

予
防
接
種
で
健
康
管
理

  
■
子
ど
も
の
成
長
に
必
要
な
予
防
接
種
 

赤
ち
ゃ
ん
は
お
母
さ
ん
か
ら
抵
抗

力（
免
疫
）を
も
ら
っ
て
生
ま
れ
て
き

ま
す
が
、
生
後
12
カ
月
頃
に
は
そ
の

力
が
自
然
に
失
わ
れ
ま
す
。
予
防
接

種
は
、
お
子
さ
ん
へ
の
病
気
を
予
防

す
る
た
め
、
ま
た
、
周
り
へ
の
感
染

を
防
ぐ
た
め
の
大
切
な
手
段
で
す
。
 

予
防
接
種
に
は
、
予
防
接
種
法
に

よ
っ
て
対
象
疾
病
、
対
象
者
や
接
種

期
間
な
ど
が
定
め
ら
れ
た
「
定
期
の

予
防
接
種（
下
の
表
参
照
）」
と
、「
そ

れ
以
外
の
予
防
接
種
」
が
あ
り
ま
す
。
 

定
期
の
予
防
接
種
は
、
無
料（
全

額
公
費
負
担
）で
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

母
子
健
康
手
帳
の
予
防
接
種
記
録

を
確
認
し
、
ま
だ
接
種
が
済
ん
で
い

な
い
予
防
接
種
は
早
目
の
接
種
を
お

勧
め
し
ま
す
。
 

 

■
麻
し
ん（
は
し
か
）に
つ
い
て

　
麻
し
ん
は
、
麻
し
ん
ウ
イ
ル
ス
に

よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
。
一
般

に
小
児
期
に
多
い
急
性
の
感
染
症
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
近
年
は
、

春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
、
10
代
・
20

代
の
方
に
多
く
感
染
し
、
社
会
的
に

も
関
心
を
集
め
て
い
ま
す
。
10
代
・

20
代
の
方
の
中
に
は
、
今
ま
で
一
度

も
麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
て
い

な
い
方
が
い
ま
す
。
ま
た
、
一
度
の

予
防
接
種
で
十
分
な
免
疫
が
得
ら
れ

る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

こ
の
よ
う
な
人
た
ち
の
間
で
麻
し
ん

が
流
行
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

さ
ら
に
、
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種

率
の
上
昇
に
よ
っ
て
患
者
数
が
減
 

り
、
麻
し
ん
ウ
イ
ル
ス
に
さ
ら
さ
れ

る
機
会
が
減
っ
た
た
め
、
幼
少
時
に

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
現
在
の
10
代

か
ら
20
代
の
方
の
免
疫
が
、
時
間
の

経
過
と
と
も
に
徐
々
に
弱
ま
っ
て
き

て
い
る
こ
と
も
原
因
の
一
つ
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
 

麻
し
ん
に
か
か
ら
な
い
た
め
に
も
、

予
防
接
種
該
当
者
は
、
積
極
的
に
予

防
接
種
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。
 

※
実
際
に
は
、
麻
し
ん
と
風
し
ん
の
ワ

ク
チ
ン
は
混
合
さ
れ
、
麻
し
ん
風
し

ん
混
合
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

 ■
予
防
接
種
を
受
け
る
前
に
確
認
を

定
期
の
予
防
接
種
対
象
者
に
は
、

予
診
票
や
契
約
医
療
機
関
な
ど
の
詳

し
い
お
知
ら
せ
を
個
別
通
知
し
ま
す

の
で
、
次
の
こ
と
を
よ
く
確
認
し
て

か
ら
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
 

○
接
種
時
期
 

○
各
予
防
接
種
の
効
果
や
目
的
、
副
反

応
の
可
能
性
な
ど
 

○
予
防
接
種
を
受
け
る
際
の
持
ち
物
 

（
母
子
健
康
手
帳
・
予
診
票
）
 

 

■
予
診
票
が
な
い
方
は
再
交
付
手
続
き

を
定
期
予
防
接
種
の
接
種
可
能
な
期

間
に
該
当
す
る
方
で
、
予
診
票
が
な

い
方
は
、
必
ず
事
前
に
電
話
で
健
康

づ
く
り
課
に
連
絡
を
し
て
か
ら
、
母

子
健
康
手
帳
を
持
参
し
て
再
交
付
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

定
期
予
防
接
種
の
接
種
可
能
な
期

間
が
過
ぎ
た
場
合
は
、
自
費
で
の
接

種
に
な
り
ま
す
が
、
お
子
さ
ん
の
た

め
に
も
、
主
治
医
と
相
談
し
接
種
す

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
 

 

■
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
　
健
康
づ
く
り
課
 

母
子
保
健
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
1

介
護
慰
労
金
支
給

在
宅
寝
た
き
り
高
齢
者
等

紙
お
む
つ
助
成

  市
で
は
、
平
成
21
年
10
月
か
ら
平
成

22
年
3
月
ま
で
の
各
月
に
お
い
て
、
寝

た
き
り
高
齢
者
や
認
知
症
高
齢
者
を
家

庭
で
常
時
介
護
し
て
い
た
介
護
者
に
、

介
護
慰
労
金
を
支
給
し
ま
す
。
 

■
対
象

市
の
住
民
基
本
台
帳
ま
た
は
外
国
人

登
録
原
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
、

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
高
齢
者
 

を
、
同
一
家
庭
内
で
常
時
介
護
し
た

介
護
者
 

①
市
の
住
民
基
本
台
帳
ま
た
は
外
国
人

登
録
原
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
65
歳

以
上
の
高
齢
者
 

②
寝
た
き
り
高
齢
者
ま
た
は
認
知
症
高

齢
者（
基
準
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
）
 

③
各
月
ご
と
に
入
院
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
 

　
イ
利
用
が
な
い
こ
と（
入
院
や
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
利
用
が
1
日
で
も
あ
る

月
は
、
非
該
当
と
な
り
ま
す
）
 

■
支
給
額
　
月
額
1
万
円
 

■
申
請
方
法
 

　
高
齢
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
に
備

え
て
あ
る
申
請
用
紙
に
記
入
し
て
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

■
受
付
期
間

4
月
1
日（
木
）〜
12
日（
月
）
 

（
土
・
日
を
除
く
）
 

※
前
回（
平
成
21
年
4
月
か
ら
9
月
分
）

受
給
さ
れ
た
方
に
は
、
既
に
個
別
通

知
を
お
送
り
し
ま
し
た
の
で
、
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

 
■
申
込
・
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
　
高
齢
福
祉
課
 

高
齢
福
祉
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
2
 

ま
た
は
各
支
所
 

   在
宅
寝
た
き
り
高
齢
者
な
ど
の
紙
お

む
つ
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
 

（
紙
お
む
つ
と
は
、
お
む
つ
型
、
パ
ン

ツ
タ
イ
プ
の
こ
と
で
す
。
尿
と
り
パ
ッ

ト
の
み
の
使
用
は
対
象
外
で
す
）
 

 
■
対
象

本
市
の
住
民
基
本
台
帳
ま
た
は
外
国

人
登
録
原
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
平

成
21
年
度
市
民
税
所
得
割
非
課
税
世

帯
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

方
 

①
65
歳
以
上
で
、
尿
失
禁
な
ど
の
た
め

常
時
紙
お
む
つ
を
使
用
し
て
い
る
方
 

②
要
介
護
3
以
上
の
認
定
を
受
け
て
い
 

て
、
尿
失
禁
な
ど
の
た
め
常
時
紙
お

む
つ
を
使
用
し
て
い
る
方
 

③
重
度
心
身
障
が
い
者（
身
体
障
害
者

手
帳
1
、
2
級
）で
あ
り
、
常
時
紙

お
む
つ
を
使
用
し
て
い
る
方
 

※
①
と
②
の
尿
失
禁
に
つ
い
て
は
、
介

護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
の
場
合
 

は
、
認
定
調
査
表
で
確
認
し
ま
す
。

ま
た
、
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い

方
の
場
合
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
職
員
が
訪
問
し
、
状
況
確
認
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

 
■
対
象
期
間

平
成
21
年
10
月
1
日
〜
平
成
22
年
3

月
31
日（
1
カ
月
の
う
ち
15
日
以
上

の
在
宅
期
間
が
あ
れ
ば
、
支
給
対
象

月
に
な
り
ま
す
）
 

※
在
宅
介
護
を
支
援
す
る
制
度
の
た
 

め
、
入
院
や
介
護
保
険
施
設
の
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
、
ミ
ド
ル
ス
テ
イ
の
期

間
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
 

 
■
助
成
金
額
　
月
額
4
0
0
0
円
 

 
■
申
請
時
の
添
付
書
類

紙
お
む
つ
の
領
収
書
 

（
日
付
、
品
名
、
金
額
が
明
記
さ
れ

て
い
れ
ば
レ
シ
ー
ト
も
可
）
 

 
■
申
請
受
付
期
間
　

4
月
1
日（
木
）〜
12
日（
月
）
 

（
土
・
日
を
除
く
）
 

※
既
に
登
録
申
請
さ
れ
て
い
る
方
に
つ

い
て
は
、
課
税
状
況
を
確
認
し
、
対

象
者
に
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
。
 

 
■
申
込
・
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
　
高
齢
福
祉
課
 

高
齢
者
支
援
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
2
 

ま
た
は
各
支
所
 

  

楽
し
い
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室

  子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
、
フ
ィ

ッ
ト
ネ
ス
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
 

■
対
象
・
定
員

市
内
在
住
の
未
就
学
児
親
子
20
組
 

 
■
日
時

平
成
22
年
4
月
〜
平
成
23
年
3
月
ま

で
間
の
毎
月
第
3
金
曜
日
 

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分
 

※
7
月
・
11
月
・
3
月
は
親
子
を
対
象
 

に
、
そ
れ
以
外
の
月
は
母
親
を
対
象

と
し
た
内
容
で
開
催
し
ま
す
。（
託

児
付
き
）
 

 
■
場
所

八
代
総
合
会
館
　
多
目
的
集
会
室
 

 
■
講
師
　
半
田
美
恵
子
先
生
 

 
■
服
装
・
持
ち
物

運
動
で
き
る
服
装
、
靴
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物
 

※
こ
の
事
業
は
市
の
委
託
事
業
で
す
。
 

 
■
申
込
・
問
合
せ
先

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
き
っ
ず
や
つ

し
ろ
 

☎
0
5
5（
2
6
5
）5
2
5
2

予防接種の種類 回数 接種可能な期間
（法律で規定）

ＢＣＧ 1回 生後6カ月未満

ポリオ

生後3カ月～90カ月
（7歳6カ月 ）未満

麻しん風しん混合

生後12カ月（1歳）
～24カ月（2歳）未満

5歳～7歳未満で
小学校就学前の1年間

中学1年生に相当する年齢

高校3年生に相当する年齢

日本脳炎 現在接種のおすすめを控えて
います

1回

各
1回

11歳～13歳未満

三種混合
（ジフテリア・百日
せき・破傷風）

3回
1期
初回

二種混合
（ジフテリア・破傷風）

1回
1期
追加

2期

1期

2期

3期

4期

2回
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催
　
し

募
　
集

講 

座・
教 

室

健 

康・
福 

祉

子
育
て

生 

活・
環 

境

相
　
談

お
知
ら
せ

催
　
し

募
　
集

講 

座・
教 

室

健 

康・
福 

祉

子
育
て

生 

活・
環 

境

相
　
談

お
知
ら
せ

予防接種名

平成22年1月生まれ
        

平成21年4月生まれ
        

平成11年4月生まれ
        

現在接種のおすすめを控えています
        

平成2１年7月1日～25日生まれ

平成2１年1月1日～25日生まれ

ＢＣＧ�
        三種混合1期初回・追加
（ジフテリア・百日咳・破傷風）�         

麻しん風しん混合　1期�         
          二種混合　2期
（ジフテリア・破傷風）

日本脳炎1、2期
          

ポリオ�     

通知発送対象児

1回目

2回目

子
育
て
・
食
育
相
談
教
室

ふ
え
ふ
き
子
育
て
ラ
ン
ド

決
定
通
知
書
を
ご
確
認
く

だ
さ
い

乳
幼
児
予
防
接
種

  対
象
者
に
は
、
後
日
、
予
診
票
・
契

約
医
療
機
関
な
ど
の
詳
し
い
お
知
ら
せ

を
し
ま
す
。
　
 

接
種
時
期
な
ど
の
内
容
を
よ
く
確
認
 

し
、
契
約
医
療
機
関
で
予
防
接
種
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。
  
 

な
お
、
他
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
 

方
、
予
診
票
の
な
い
方
や
合
併
前
の
予

診
票
を
お
持
ち
の
方
は
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
 

※
4
月
か
ら
6
月
に
か
け
て
ポ
リ
オ
集

団
予
防
接
種
が
あ
り
ま
す
の
で
、
対

象
者
に
は
詳
し
い
お
知
ら
せ
を
し
ま
 

す
。
前
回
接
種
で
き
な
か
っ
た
方
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

              

  親
子
遊
び
・
新
聞
紙
遊
び
・
大
型
絵

本
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
。
 

■
対
象
・
定
員

0
歳
〜
3
歳
児
を
在
宅
で
子
育
て
中

の
親
子
20
組
 

■
日
時
　
4
月
21
日（
水
）
 

受
付
　
10
時
15
分
〜
 

開
催
　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
45
分
 

■
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
　
2
階
 

■
参
加
費
　
無
料
 

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
に
な

り
ま
す
。
 

※
こ
の
事
業
は
市
の
委
託
事
業
で
す
。
 

 
■
申
込
・
問
合
せ
先

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
き
っ
ず
い
ち

の
み
や
 

☎
0
5
5
3（
4
7
）1
3
4
5

■
問
合
せ
先
  

保
健
福
祉
部
　
健
康
づ
く
り
課
 

母
子
保
健
担
当
  

☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
1

  保
健
師
や
栄
養
士
に
よ
る
子
育
て
に

つ
い
て
の
お
話
し
や
個
別
相
談
を
行
い

ま
す
。
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。
 

■
日
時

○
保
健
師
　
毎
月
第
3
木
曜
日
 

○
栄
養
士
　
毎
月
第
４
木
曜
日
 

い
ず
れ
も
午
前
10
時
か
ら
 

■
場
所

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
き
っ
ず
や
つ

し
ろ
 

※
こ
の
事
業
は
市
の
委
託
事
業
で
す
。
 

■
問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
き
っ
ず
や
つ

し
ろ
 

☎
0
5
5（
2
6
5
）5
2
5
2

農
薬
散
布
時
は
ご
注
意
を

   4
月
下
旬
に
、
平
成
22
年
度
下
水
道

事
業
受
益
者
負
担
金
の
「
決
定
通
知
 

書
」
を
対
象
者
に
送
付
し
ま
す
の
で
、

内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
納
付
書
と
口
座
振
替
通
知
書

を
6
月
1
日
（
火
）
に
送
付
し
ま
す
の
 

で
、
支
払
い
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

 
■
納
付
期
限
日

○
5
年
・
単
年
一
括
納
付
の
場
合
 

6
月
14
日（
月
）（
口
座
振
替
日
も
同
 

じ
） 

※
支
払
い
が
期
限
に
間
に
合
わ
な
か
っ

た
場
合
、
支
払
方
法
が
報
奨
金
な
し

の
分
割
納
付
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
 

 
○
分
割
納
付
の
場
合（
カ
ッ
コ
内
は
口

座
振
替
日
）
 

・
第
1
期
　
6
月
30
日（
25
日
） 

・
第
2
期
　
8
月
31
日（
25
日
） 

・
第
3
期
　
11
月
1
日（
10
月
25
日
） 

・
第
4
期
　
12
月
28
日（
27
日
） 

 
■
口
座
振
替
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

受
益
者
負
担
金
を
水
道
使
用
料
な

ど
と
同
じ
口
座
か
ら
引
き
落
と
す
場

合
で
も
、
改
め
て
口
座
振
替
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。
 

口
座
振
替
ご
希
望
の
方
は
、
4
月

30
日（
金
）ま
で
に
、
次
の
金
融
機
関

等
の
本
店
、
各
支
店
・
支
所
窓
口
で

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

 
○
市
役
所
本
庁
ま
た
は
各
支
所
 

○
山
梨
中
央
銀
行
 

○
山
梨
信
用
金
庫
 

○
甲
府
信
用
金
庫
 

○
山
梨
県
民
信
用
組
合
 

○
笛
吹
農
業
協
同
組
合
 

○
フ
ル
ー
ツ
山
梨
農
業
協
同
組
合
 

○
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
 
 

 
■
問
合
せ
先

公
営
企
業
部
　
下
水
道
課
 

管
理
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
4
7
 

    農
薬
を
取
り
扱
う
皆
さ
ん
、
農
薬
は

正
し
く
使
用
し
ま
し
ょ
う
。
 

農
薬
を
取
り
扱
う
方
の
安
全
は
も
ち

ろ
ん
、
農
薬
が
周
辺
の
住
宅
や
他
の
農

作
物
に
飛
散
し
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
 

 
■
住
宅
地
周
辺
で
の
農
薬
散
布
時
は
、

事
前
に
周
辺
の
住
民
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
散
布
方
法
や
時
間

帯
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

 ■
農
薬
の
残
液
を
河
川
な
ど
に
流
す
 

と
、
環
境
汚
染
の
原
因
に
な
り
ま
す

の
で
、
農
薬
は
一
度
に
使
い
き
れ
る

量
を
調
整
し
、
残
液
は
散
布
む
ら
の

調
整
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
使
用
し
た
器
具
や
容
器
を
洗

浄
し
た
水
は
、
排
水
路
や
河
川
な
ど

に
直
接
排
水
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

 ■
農
薬
の
ラ
ベ
ル
を
確
認
し
、
適
用
作
 

物
、
使
用
濃
度
・
時
期
・
回
数
な
ど

の
安
全
使
用
基
準
や
注
意
事
項
を
守

っ
て
く
だ
さ
い
。
 

 ■
事
業
所
や
家
庭
に
お
い
て
、
樹
木
や

花
だ
ん
な
ど
の
病
害
虫
防
除
や
、
駐

車
場
な
ど
で
除
草
剤
を
散
布
す
る
よ

う
な
場
合
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

周
辺
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
農
作
物
に

農
薬
が
飛
散
す
る
と
、
出
荷
で
き
な

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

 
農
薬
の
飛
散
な
ど
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル

を
防
ぐ
に
は
、
農
家
、
非
農
家
を
問
わ
 

ず
、
地
域
で
日
頃
か
ら
連
絡
を
取
り
合

う
こ
と
が
必
要
で
す
。
 

     
 

■
問
合
せ
先

産
業
観
光
部
　
農
林
振
興
課
 

農
林
経
営
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

ベ
ビ
ー
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
ケ
ア

  ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
親
子
の
き
ず

な
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。
 

■
対
象
・
定
員

生
後
2
カ
月
か
ら
ハ
イ
ハ
イ
前
の
お

子
さ
ん
と
保
護
者
　
10
組
 

※
最
小
遂
行
組
数
3
組
 

■
日
時（
全
3
回
）
　
 

4
月
8
日（
木
）・
15
日（
木
）・
22
日
 

（
木
）　
 

午
前
10
時
30
分
〜
12
時
 

■
場
所

つ
ど
い
の
広
場
ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う
 

（
石
和
町
市
部
4
4
8
）
 

■
参
加
費
　
3
0
0
0
円（
全
3
回
分
） 

■
持
ち
物

バ
ス
タ
オ
ル
、
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
、

お
子
さ
ん
の
身
の
回
り
品
と
飲
み
物
 

 
■
申
込
・
問
合
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ
　
Ｓ
ｐ
ａ

ｃ
ｅ
 
ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）0
2
1
8

国
民
年
金
保
険
料
の
納
期

を
守
り
ま
し
ょ
う

   国
民
年
金
保
険
料（
以
下
「
保
険
料
」
）

が
、
4
月
分
か
ら
毎
月
1
万
5
1
0
0

円
に
な
り
ま
す
。
 

4
月
上
旬
頃
、
日
本
年
金
機
構
か
 

ら
、
平
成
22
年
度
分
の
納
付
書
「
国
民

年
金
保
険
料
納
付
案
内
書
」（
以
下
「
案

内
書
」
）が
加
入
者
本
人
に
送
付
さ
れ

ま
す
。
毎
月
の
保
険
料
は
、
翌
月
末
が

納
付
期
限
で
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
納
め

ま
し
ょ
う
。
保
険
料
は
、
全
国
の
金
融

機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

■
お
得
な
「
前
納
制
度
」・
便
利
な
「
口

座
振
替
」

保
険
料
納
付
に
は
、
割
引
の
あ
る
 

「
前
納
制
度
」
や
納
め
忘
れ
の
な
い
 

「
口
座
振
替
」
を
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。
4
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
る
案

内
書
に
、「
前
納
専
用
納
付
書
」・「
口

座
振
替
依
頼
書
」
が
同
封
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

 
■
問
合
せ
先

・
市
役
所
　
市
民
環
境
部
 

国
民
健
康
保
険
課
　
国
保
総
務
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1
 

・
甲
府
年
金
事
務
所
 

☎
0
5
5（
2
5
2
）1
4
3
1
 

   

　税金はまちづくりを支える大切な財源です。 
期限を守って納めましょう。 

■問合せ先　総務部　収税課　収納担当 
　　　　　　☎055（262）4111

税の種類税の種類
市・県民税
固定資産税
軽自動車税
国民健康保険税
納　期　限
口座振替日

 
 

全期 
 

5月31日 
5月25日 

1期 
 
 
 

6月30日 

 
1期 
 
1期 

8月2日 
 

2期 
 
 
2期 

8月31日 
 

 
2期 
 
3期 

9月30日 
 

3期 
 
 
4期 

11月1日 
 

 
3期 
 
5期 

11月30日 
 

 
 
 
6期 

12月28日 
12月27日 

4期 
 
 
7期 

1月31日 
 

 
4期 
 
8期 

2月28日 
 

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3月

※市県民税前期前納は6月15日、固定資産税前期前納は 
　7月16日が、納期限日・口座振替日です。            
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催
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間伐の場合

一般の造林事業

国補助金 
５１％ 

県補助金 
１７％ 

所有者負担 
３２％ 

笛吹市森林総合整備事業

国補助金 
５１％ 
 

県補助金 
１７％ 

市上乗せ補助金 
３２％ 

※
笛
吹
市
結
婚
相
談
員
を
か
た
り
、

電
話
で
結
婚
適
齢
者
の
情
報
を
聞

き
出
そ
う
と
す
る
事
案
が
、
市
内

で
発
生
し
て
い
ま
す
。
 
 

市
や
笛
吹
市
結
婚
相
談
員
は
、
一

切
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
よ
う
な
電
話

が
あ
っ
て
も
、
情
報
を
提
供
し
な

い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 
 

 

農
林
関
係
補
助
・
助
成
事

業
   市

で
は
、
農
林
業
者
を
支
援
す
る
た
 

め
、
各
種
補
助
・
助
成
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

   
■
対
象
・
要
件
　

①
か
ら
④
ま
で
を
す
べ
て
満
た
し
、

ア
か
ら
ウ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方
 

①
年
間
1
5
0
日
以
上
農
業
に
従
事
 

し
、
翌
年
の
確
定
申
告
時
に
事
業
専

従
者
に
な
る
見
込
み
の
方
 

②
市
内
在
住
で
、
市
内
に
お
い
て
継
続

し
て
就
農
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
30

歳
未
満
の
方
 

③
市
で
認
定
さ
れ
た
農
業
後
継
者
 

④
支
援
金
交
付
終
了
後
、
3
年
間
は
市

内
で
就
農
す
る
見
込
み
の
あ
る
方
 

ア
新
規
学
卒
者（
学
校
卒
業
後
、
親
な

ど
の
経
営
に
参
入
し
就
農
し
よ
う
と

す
る
方
）
 

イ
Ｕ
タ
ー
ン
者（
市
外
に
在
住
し
他
の

職
業
に
就
い
て
い
た
方
で
、
市
内
に

戻
り
親
な
ど
の
経
営
に
参
入
し
就
農

す
る
方
）
 

ウ
市
内
に
在
住
し
他
の
職
業
に
就
い
て

い
た
方
で
、
親
な
ど
の
経
営
に
参
入

し
就
農
す
る
方
 

■
補
助
金
額

1
世
帯
あ
た
り
毎
月
3
万
円
 

■
支
援
期
間

認
定
決
定
か
ら
5
年
間
ま
た
は
30
歳

に
な
る
月
の
前
月
ま
で
の
ど
ち
ら
か

短
い
期
間
 

○
事
業
実
施
期
間
 

平
成
22
年
4
月
1
日（
木
）〜
平
成
27

年
3
月
31
日（
火
）
 

 
※
ほ
か
に
も
農
地
流
動
化
奨
励
補
助
金

な
ど
の
事
業
が
あ
り
ま
す
の
で
、
関

心
の
あ
る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
 

   
■
対
象
　
農
業
生
産
法
人
 

■
要
件

○
農
業
生
産
法
人
の
所
在
地
と
生
産
活

動
拠
点
が
市
内
に
あ
る
こ
と
 

○
法
人
と
し
て
農
業
経
営
改
善
計
画
の

認
定
を
受
け
る
こ
と
が
明
確
で
あ
る
か
、

ま
た
は
、
業
務
執
行
役
員
要
件
の
役

員
に
市
内
在
住
の
認
定
農
業
者
が
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
 

○
法
人
へ
の
農
地
の
権
利
設
定
が
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
 

○
市
内
在
住
の
役
員
に
市
税
の
滞
納
が

な
い
こ
と
 

■
助
成
金
額

農
業
生
産
法
人
設
立
準
備
な
ど
に
か

か
る
経
費（
限
度
額
50
万
円
）
 

 
※
助
成
金
交
付
は
1
回
限
り
で
す
。
 

 

   ■
対
象

○
市
内
在
住
の
農
業
従
事
者
 

○
電
気
柵
な
ど
を
購
入
し
設
置
し
た
方
 

○
鳥
獣
被
害
が
発
生
ま
た
は
発
生
が
予

想
さ
れ
る
地
域
 

○
ほ
場
な
ど
が
連
担
し
て
い
る
地
域
で

共
同
設
置
す
る
場
合
は
、
お
お
む
ね

10
人
以
上
で
組
織
す
る
集
団
 

■
要
件

○
補
助
対
象
は
、
防
護
資
材
な
ど
の
設

置
に
か
か
る
資
材
費
の
み
 

○
農
家
1
戸
に
つ
き
、
農
地
1
カ
所
に

お
い
て
設
置
す
る
防
護
資
材
の
う
ち

の
1
種
類（
同
一
農
家
の
連
続
し
た

農
地
で
あ
れ
ば
、
農
地
1
カ
所
と
み

な
し
ま
す
）
 

■
補
助
金
額

補
助
対
象
経
費
の
2
分
の
1
以
内
 

（
限
度
額
は
、
個
人
で
設
置
し
た
場

合
は
5
万
円
、
集
団
で
設
置
し
た
場

合
は
50
万
円
）
 

     
■
対
象

5
人（
5
経
営
体
）以
上
の
農
業
者
 

■
補
助
金
額

2
分
の
1（
限
度
額
50
万
円
）
 

 
■
問
合
せ
先

産
業
観
光
部
　
農
林
振
興
課
 

農
林
経
営
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1
 

  森
林
所
有
者
の
負
担
金
に
つ
い
て
、

市
が
上
乗
せ
補
助
し
ま
す
。
 

■
対
象

森
林
所
有
者
で
、
森
林
整
備
を
森
林

組
合
な
ど
に
委
託
し
、「
笛
吹
市
森

林
整
備
事
業
計
画
」
に
基
づ
い
て
造

林
事
業
を
行
っ
た
事
業
主
 

■
要
件

○
笛
吹
市
森
林
整
備
計
画
に
基
づ
い
た

民
有
林
が
補
助
対
象
で
す
。
 

○
国
に
よ
る
補
助
事
業（
森
林
環
境
保

全
整
備
事
業
）を
実
施
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
 

         

石
和
地
区
農
業
気
象
情
報

の
配
信
終
了

  
 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
皆
さ
ん
に
ご

利
用
い
た
だ
い
て
き
た
「
農
業
気
象
情

報
シ
ス
テ
ム
」
は
、
諸
事
情
に
よ
り
3

月
31
日
を
も
っ
て
配
信
終
了
と
な
り
ま

し
た
。
 

 
■
問
合
せ
先

産
業
観
光
部
　
農
林
振
興
課
 

農
産
推
進
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

結
婚
相
談
所

  結
婚
相
談
所
を
開
催
し
ま
す
。
4
月

か
ら
金
曜
日
の
開
設
場
所
が
変
更
と
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

 
■
日
時
・
場
所

○
4
月
9
日（
金
）
 

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分
 

春
日
居
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
 

 
○
4
月
25
日（
日
）
 

午
前
10
時
〜
12
時
 

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分
 

春
日
居
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
 

（
両
日
と
も
に
受
付
は
4
時
ま
で
）
 

 
※
初
回
の
相
談
は
予
約
不
要
で
す
。
 

 ※
継
続
し
て
相
談
を
希
望
す
る
場
合
 

は
、
結
婚
相
談
の
登
録
が
必
要
で
 

す
。
 

印
鑑
・
Ｌ
版
写
真
2
枚
・
独
身
証
明
 

書
・
身
分
証
明
書
の
写
し
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
 

 
■
問
合
せ
先

市
民
環
境
部
　
市
民
活
動
支
援
課
　
 

市
民
活
動
支
援
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

不
動
産
に
関
す
る
無
料
相

談
所    （

社
）山
梨
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

で
は
、
土
地
・
建
物
な
ど
不
動
産
に
関

す
る
無
料
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
 

市
内
の
宅
地
建
物
取
引
業
協
力
会
会

員
が
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
 

 
■
日
時

○
4
月
21
日（
水
）
 

午
前
10
時
〜
午
後
3
時
 

○
6
月
16
日（
水
）
 

午
前
10
時
〜
午
後
3
時
 

 
■
場
所

市
役
所
南
館
　
3
階
大
会
議
室
 

※
予
約
不
要
で
す
。
 

 
■
問
合
せ
先

（
社
）山
梨
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
 

☎
0
5
5（
2
6
3
）7
6
3
8
 

（
担
当
　
岡
） 

新
規
就
農
農
業
後
継
者
支
援
事
業

笛
吹
市
森
林
総
合
整
備
事
業

農
業
生
産
法
人
化
助
成
金

有
害
鳥
獣
被
害
防
止
電
気
柵
等

設
置
費
補
助
金

せ
ん
定
枝
粉
砕
機（
チ
ッ
パ
ー
）、

炭
焼
き
小
屋
、
Ｅ
Ｍ
活
性
液
製

造
装
置
共
同
購
入
事
業

■
問
合
せ
先

・
産
業
観
光
部
　
農
林
振
興
課
 

農
林
経
営
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1
 

・
中
央
森
林
組
合
 

☎
0
5
5（
2
3
2
）0
5
8
1
 

・
峡
東
森
林
組
合
 

☎
0
5
5
3（
3
3
）2
9
0
1

整備が行われた後の森林 

市内でイノシシなどの獣類による農
作物被害が多発しているため、鳥獣害
防止事業を実施しています。農家だけ
でなく、昨年は、民家の庭先にツキノ
ワグマ、イノシシ、ニホンザル、ニホ
ンジカなどが出没した地域もあります
ので、野生動物を集落に寄せ付けない
環境づくりが必要です。 
○農地に限らず、庭先の果樹・野菜な
どの未収穫物や、家庭の生ごみ等を
放置せず、適正に処理しましょう。 
○耕作放棄地は野生動物の隠れ場にな
りますので、刈り払いなどの管理を
行いましょう。 
農作物被害などを把握するため、被
害が発生した場合は、各地区代表者を
とおして農林振興課または各支所へ被
害の場所・面積・量・金額等を報告し
てください。また、鳥獣害防止事業を
行う中で、皆さんにご迷惑をおかけす
ることもありますが、被害防止のため
にご理解ご協力をお願いします。 

野生動物による被害を防ごう！



Kokuho Fuefuki

催
　
し

募
　
集

講 

座・
教 

室

健 

康・
福 

祉

子
育
て

生 

活・
環 

境

相
　
談

お
知
ら
せ

催
　
し

募
　
集

講 

座・
教 

室

健 

康・
福 

祉

子
育
て

生 

活・
環 

境

相
　
談

お
知
ら
せ

 
スコレーパリオ 
   

御坂福祉センター   
   
一宮福祉センター   

八代福祉センター   
   
坊ケ峯ふれあいセンター   

春日居福祉会館   
   
芦川町ふれあいプラザ  

4月28日（水） 
5月26日（水） 
6月23日（水） 
4月15日（木） 
6月17日（木） 
5月19日（水） 
4月14日（水） 
6月9日（水） 
5月13日（木） 
4月6日（火） 
6月1日（火） 
6月3日（木） 

民生委員・顧問弁護士・人権擁護委員・行政相談委員 
民生委員・顧問弁護士・人権擁護委員・行政相談委員 
民生委員・顧問弁護士・人権擁護委員・行政相談委員 
民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員 
民生委員・司法書士・人権擁護委員・行政相談委員 
民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員 
民生委員・司法書士・人権擁護委員・行政相談委員 
民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員 
民生委員・司法書士・人権擁護委員・行政相談委員 
民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員 
民生委員・司法書士・人権擁護委員・行政相談委員 
民生委員・行政相談委員 

午後1時30分 
～3時30分 

場　　　所 日　　　時 相　　　談　　　員

個人サポーター 

Ｓ自由

Ａ自由

サポーターズエリア
ホーム自由
協力会員（複数口可）

メインスタンド 
 
バックスタンド 
 

ホーム側サイドスタンド 
 
観戦の際はチケットを購入してください 

35,000円 
9,000円 
25,000円 
7,000円 
18,000円 
5,000円 
5,000円 

2,500円 
1,200円 
2,000円 
800円 
1,200円 
500円 

大人 
小中高 
大人 
小中高 
大人 
小中高 

種　　　　別 座　　　　　席 個人サポーター会員 チケット前売料金

法人サポーター

Ｓ自由

Ａ自由

メインスタンド自由９席 
メインスタンド自由６席 
メインスタンド自由３席 
バックスタンド自由３席 

300,000円  
 200,000円  
 100,000円  
 70,000円  

プラチナ 
ゴールド 
シルバー 
ブロンズ 

種　　　　別 座　席（毎試合） 法人サポーター会員

ア
フ
リ
カ
へ
毛
布
を

  ア
フ
リ
カ
で
は
、
貧
困
や
自
然
災
 

害
、
紛
争
な
ど
が
続
い
て
い
ま
す
。
 

現
地
へ
送
る
た
め
の
毛
布
の
収
集
を

行
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
 

■
日
時

4
月
25
日（
日
）
 

午
前
10
時
〜
午
後
3
時
 

■
場
所
　
市
一
宮
支
所
　
駐
車
場
 

 
■
問
合
せ
先

ア
フ
リ
カ
へ
毛
布
を
お
く
る
運
動
山

梨
事
務
局
　
 

☎
0
5
5（
2
3
5
）6
7
2
2

ふ
え
ふ
き
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
振
興
財
団
に
名
称
変
更

   「（
財
）い
さ
わ
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振

興
財
団
」
が
主
催
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
や

体
育
大
会
な
ど
の
事
業
は
、
全
市
民
の

皆
さ
ん
に
親
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
 

す
。
こ
の
た
び
、1
月
25
日
を
も
っ
て
、

同
財
団
の
名
称
が
、「（
財
）ふ
え
ふ
き

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
」
に
変
更

に
な
り
ま
し
た
。
 

 
■
問
合
せ
先

ふ
え
ふ
き
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財

団
 

☎
0
5
5（
2
6
3
）7
9
5
9

笛
吹
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
・
笛
吹
市
援
農
支

援
セ
ン
タ
ー
事
務
所
移
転

   
 

4
月
1
日（
木
）を
も
っ
て
、
笛
吹
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
笛
吹
市
援

農
支
援
セ
ン
タ
ー
の
事
務
所
が
、
市
一

宮
支
所
1
階
に
移
転
し
ま
す
。
 

 
■
移
転
先
住
所
・
連
絡
先

〒
4
0
5
―
0
0
7
3
 

笛
吹
市
一
宮
町
末
木
8
0
7
―
6
 

※
住
所
は
両
事
務
所
と
も
同
じ
で
す
。
 

○
笛
吹
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
 

☎
0
5
5
3（
3
9
）8
3
0
0
 

　
0
5
5
3（
3
9
）8
3
0
1
 

FAX
0
5
5
3（
4
7
）6
1
2
0
 

○
笛
吹
市
援
農
支
援
セ
ン
タ
ー
　
 

☎
0
5
5
3（
4
7
）6
1
3
0
 

FAX
0
5
5
3（
4
7
）6
1
2
0

多
重
債
務
者
の
た
め
の

無
料
相
談
会

   ク
レ
ジ
ッ
ト
や
消
費
者
金
融（
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
金
融
）な
ど
複
数
の
金
融
業

者
か
ら
お
金
を
借
り
て
お
悩
み
の
方
は
、

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

※
こ
の
相
談
会
は
、
金
融
庁
の
多
重
債

務
問
題
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
 

き
、
市
が
実
施
す
る
も
の
で
す
。
 

 
■
日
時

4
月
21
日（
水
）
 

受
付
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
 

 
■
場
所

ス
コ
レ
ー
パ
リ
オ
　
2
階
会
議
室
 

 
■
相
談
時
間

1
人
30
分
以
内
 

 
■
相
談
員

網
倉
義
久
氏（
司
法
書
士
）
　
 

 
■
持
ち
物

　
借
入
先
や
借
入
金
額
、
収
入
な
ど

が
わ
か
る
資
料
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
 

 
※
予
約
不
要
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。
 

 
■
問
合
せ
先
　

市
民
環
境
部
　
市
民
活
動
支
援
課
 

市
民
生
活
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加

入
し
ま
し
ょ
う

   ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
は
、
ス
ポ
ー
ツ
 

・
文
化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
団
体

活
動
に
最
適
な
保
険
で
す
。
 

団
体
活
動
中
の
傷
害
事
故
や
賠
償
責

任
を
負
う
事
故
、
活
動
会
場
ま
で
の
往

復
中
の
事
故
な
ど
が
、
保
険
の
対
象
と

な
り
ま
す
。
 

ま
た
、
活
動
中
の
突
然
死
に
も
共
済

見
舞
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
の
で
、
万
一

に
備
え
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
。
 

 
■
対
象
　
5
人
以
上
の
団
体
 

 
■
申
込
書
の
配
布
場
所

○
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課
 

○
御
坂
・
一
宮
・
春
日
居
・
芦
川
支
所
 

○
八
代
総
合
会
館
 

○
境
川
総
合
会
館
 

○
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
 

     
■
問
合
せ
先

（
財
）ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
山
梨
県
支

部
 

☎
0
5
5（
2
4
3
）3
9
2
0

　できる限り事前に 
ご予約ください。 
　予約数に空きがあ 
れば当日でも受け付 
けます。 

総合相談をご利用ください 
　毎日の暮らしの中での問題についてご相談ください。相談は無料で、相談者の秘密は固く守られます。 

【相談内容・相談対応者】            
○専門家への相談‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥弁護士・司法書士  
○相談員への相談　心配ごと（福祉関係）相談‥‥‥民生委員・児童委員         
　　　　　　　　　人権相談‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥人権擁護委員         
　　　　　　　　　行政相談（行政機関について）‥行政相談委員         
　　　　　　　　　消費生活相談‥‥‥‥‥‥‥‥‥消費生活相談員         
※原則として、当日の相談員は同席の上、それぞれの専門分野からのアドバイスを行います。 

【開設日程】

■申込・問合せ先            
笛吹市社会福祉協議会 同　石和地域事務所 同　御坂地域事務所 同　一宮地域事務所 
☎055（265）5182 ☎055（262）1267 ☎055（263）0848 ☎0553（47）2288 
同　八代地域事務所 同　境川地域事務所 同　春日居地域事務所 同　芦川地域事務所 
☎055（265）2240 ☎055（266）5911 ☎0553（26）3667 ☎055（298）2170
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2010　ヴァンフォーレ甲府クラブサポーター会員募集！！ 
笛吹市はヴァンフォーレ甲府のホームタウンです。クラブを盛り上げるため、皆さんの応援を
お願いします。　　 
 
■対象試合　2010年Ｊリーグ・ディビジョン2リーグ戦ホームゲーム全試合（天皇杯は対象外） 
※個人・法人サポーターは、一般開門前に優先入場できます。 
 
 
 
 
 
  
  
  
  
 
 
 
 
 

 
※オフィシャルホームページからも加入申し込みができます。http://www.ventforet.co.jp

■申込・問合せ先　（株）ヴァンフォーレ山梨スポーツクラブ　☎055（254）6867
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手　数　料 無料 

日　　　時

縦覧できる方
（ア・イのいずれか） 

縦覧できる固定資産

縦覧できる事項

持　ち　物

場　　　所

4月1日（木）～8月2日（月）（土・日、祝日を除く） 
午前8時30分～午後5時30分 

ア：市内にある土地や家屋に対する固定資産税の納税者 
イ：納税者の代理権を持つ方（委任状等が必要） 

納税者の所有する固定資産以外の固定資産（土地・家屋） 
※土地の納税者は土地、家屋の納税者は家屋の縦覧帳簿が縦覧できます。 

土地：所在、地番、地目、地積、価格 
家屋：所在、家屋番号、種類、構造、床面積、価格 

税務課窓口 

①納税義務者の場合 ②代理人の場合 ③納税義務者が法人の場合 

納税義務者であることが 
確認できるもの（納税通 
知書、運転免許証、各種 
健康保険証など） 

①に加えて委任状など 法人の代表者印が押された 
申請書 
 

日　　　時

閲覧できる方
（ア・イ・ウ 
のいずれか） 

閲覧できる
固定資産

持　ち　物

場　　　所

手　数　料

常に閲覧可能（土・日、祝日を除く） 
※平成22年度分は4月1日（木）から閲覧できます。 

ア：固定資産税の納税義務者または代理人（納税義務者の委任状等を持つ方） 
イ：土地、家屋について賃借権、その他の使用または収益を目的とする権利を持 
　　ち、賃借料などの対価を支払っている方 
ウ：破産管財人など、固定資産を処分する権利を持つ方 
 土地：所在、地番、地目、地積、固定資産の評価額、課税標準額および税額等 
家屋：所在、家屋番号、種類、構造、床面積、評価額、課税標準額および税額等 
※土地家屋等の権利を持つ方の閲覧は、その目的となる固定資産に限られます。 

税務課窓口または各支所 

1件当たり300円（納税義務者ごと） 
※8月2日（月）までの縦覧期間中は、手数料無料で閲覧できます。 

上記の「固定資産の価格など 
の縦覧」の持ち物①②③の場 
合に同じ 

○の持ち物と、その権利があることを確認できるも 
の（賃貸借契約書等や貸借料等を払い込んだことが 
分かる領収書や裁判所等による選任書など） 

A

○土地、家屋などの処分をする権利、賃借権、そ 
　の他の使用または収益を目的とする権利を持つ 
　方の場合 

B○納税義務者・代理人の場合 
　や納税義務者が法人の場合 

A

固定資産についての縦覧・閲覧
 
 
ご自分の所有する固定資産以外の価格などを、縦覧帳簿で縦覧できます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本人資産の課税の内容が閲覧できます。また、賃借権などを持つ方（借地借家人等）も、その権利
の目的である固定資産の課税台帳を閲覧できます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※7月の固定資産税課税の際、納付書（または納税通知書）と一緒に上記の閲覧資料と同じ内容の「課
税明細書」を郵送します。この「課税明細書」は、平成22年分の確定申告の際に租税公課の算出に
必要な資料ですので、大切に保管してください。 

■問合せ先　総務部　税務課　資産税担当　☎055（262）4111

件　　　　名

Microsoft Office 2007 ライセンス購入 

シンクライアントソフトウエア購入 

シンクライアントハードウエア購入 

春日居中学校柔剣道場建設工事設計業務委託 

成田交差点設計業務委託 

市道八代724号線測量設計調査業務委託 

笛吹市一宮弓道場改修工事 

国道140号線歩道舗装復旧工事 

舗装本復旧工事第6工区（八代） 

水道舗装本復旧工事第1工区（東新居） 

市道御坂961号線側溝工事 

みさか桃源郷公園親水広場修復工事 

市道御坂443号線側溝改修工事 

緊急維持修繕業務委託 

市道八代824号線改良工事 

市道八代909号線改良工事 

境川町藤垈の滝公園内施設整備工事 

配水管布設工事（春日居3工区） 

下水道管渠布設工事第22工区（石和） 

八代地区四ッ沢川ホタル水路三期工事 

竹居地内配水管布設工事（2工区） 

配水管布設工事（境川2工区） 

配水管布設工事（境川1工区） 

下水道関連配水管布設替工事（石和6工区） 

下水道関連配水管布設替工事（御坂5工区） 

配水管布設工事（春日居4工区） 

下水道関連配水管布設替工事（御坂4工区） 

下水道管渠布設工事第23工区（御坂) 

南館駐車場舗装等工事 

生活保護新電算システム・ハードウェア購入 

ネットワーク機器購入 

一人1台パソコンソフトウエア購入 

一人1台パソコンハードウエア購入 

プリンタ購入 

笛吹市芦川農産物直売所・活性化施設厨房用備品整備 

増田・永井農道改良測量設計用地調査業務委託 

一宮町内路線測量業務委託 

路線測量業務委託 

配水管布設及び水管橋実施設計業務委託（境川浄水場関係） 

下水道管路清掃業務委託　（春－3処理分区） 

下水道管路清掃業務委託　（代－1処理分区） 

第2配水池緊急遮断弁設置工事 

マンホールポンプ場自動通報装置設置工事 

一宮町配水管布設工事第13工区（新巻） 

南地内配水管布設替工事（2工区） 

下黒駒地内配水管布設工事 

市道石和83号線舗装工事 

舗装本復旧工事第8工区（御坂） 

市道石和530号線安全施設工事 

八代町永井地内側溝改修工事 

市道境川22号線改良工事 

八代町南地内側溝改修工事 

市道石和10号線道路改良工事 

農業用施設緊急補修業務委託（7工区） 

下水道関連配水管仮設工事（御坂8工区） 

夏目原地内配水管布設工事（2工区） 

水道舗装本復旧工事（御坂1工区） 

場　　所

市内 

市内 

市内 

春日居町鎮目 

御坂町成田 

八代町米倉 

一宮町東原 

石和町松本 

八代町南 

一宮町東新居 

御坂町成田 

御坂町尾山 

御坂町下野原 

市内 

八代町竹居 

八代町奈良原 

境川町大窪 

春日居町小松 

石和町下平井 

八代町岡 

八代町竹居 

境川町小山 

境川町大坪 

石和町下平井 

御坂町八千蔵 

春日居町鎮目 

御坂町八千蔵 

御坂町八千蔵・夏目原 

石和町市部 

市役所内 

市内 

市内 

市内 

市内 

芦川町上芦川 

八代町増田・永井 

一宮町ほか 

春日居町ほか 

境川町 

春日居町加茂・小松・桑戸 

八代町北・高家 

御坂町下黒駒 

一宮町・八代町・境川町 

一宮町新巻 

八代町南 

御坂町下黒駒 

石和町八田 

御坂町二之宮 

石和町市部ほか 

八代町永井 

境川町小黒坂 

八代町南 

石和町上平井 

市内 

御坂町夏目原 

御坂町夏目原 

御坂町尾山・下野原 

予定価格（円）

¥3,800,000 

¥7,000,000 

¥16,000,000 

¥8,100,000 

¥3,100,000 

¥4,400,000 

¥8,500,000 

¥1,900,000 

¥4,600,000 

¥9,250,000 

¥2,500,000 

¥2,700,000 

¥6,130,000 

¥7,700,000 

¥10,000,000 

¥11,000,000 

¥11,000,000 

¥2,300,000 

¥15,500,000 

¥30,000,000 

¥5,500,000 

¥5,800,000 

¥6,000,000 

¥8,300,000 

¥11,200,000 

¥13,300,000 

¥16,500,000 

¥13,000,000 

¥4,000,000 

¥2,300,000 

¥293,000 

¥5,000,000 

¥8,000,000 

¥15,000,000 

¥10,000,000 

¥2,800,000 

¥3,850,000 

¥4,400,000 

¥11,000,000 

¥1,860,000 

¥3,200,000 

¥18,500,000 

¥2,800,000 

¥2,000,000 

¥3,730,000 

¥4,400,000 

¥8,100,000 

¥9,000,000 

¥6,500,000 

¥1,450,000 

¥1,850,000 

¥3,600,000 

¥3,900,000 

¥8,000,000 

¥5,600,000 

¥8,300,000 

¥19,200,000

決定額（円）

¥3,391,800 

¥6,550,000 

¥12,750,000 

¥7,790,000 

¥2,750,000 

¥3,079,000 

¥6,630,000 

¥1,840,000 

¥4,450,000 

¥8,800,000 

¥2,370,000 

¥2,580,000 

¥5,900,000 

¥7,500,000 

¥9,600,000 

¥10,500,000 

¥10,700,000 

¥2,180,000 

¥14,700,000 

¥29,000,000 

¥5,240,000 

¥5,330,000 

¥5,680,000 

¥7,700,000 

¥10,400,000 

¥12,200,000 

¥15,670,000 

¥12,600,000 

¥3,850,000 

¥2,042,900 

¥222,000 

¥4,452,800 

¥6,332,000 

¥10,194,260 

¥7,160,000 

¥2,140,000 

¥3,690,000 

¥3,250,000 

¥5,800,000 

¥1,700,000 

¥2,980,000 

¥15,000,000 

¥2,780,000 

¥1,900,000 

¥3,570,000 

¥4,170,000 

¥7,850,000 

¥8,700,000 

¥6,100,000 

¥1,380,000 

¥1,740,000 

¥3,400,000 

¥3,700,000 

¥7,560,000 

¥5,290,000 

¥7,660,000 

¥18,500,000

決　定　業　者

（株）フジコー 

（株）ＮＴＴ東日本－山梨 

（株）ＮＴＴ東日本－山梨 

小林建築設計事務所 

（株）カワイ 

（有）飯田測量 

（株）古屋工業 

中央舗道建設（有） 

（株）ＮＩＰＰＯ山梨統括事業所 

（株）日昇建設 

（株）古屋工業 

（有）須田造園 

（株）総合建設斉藤組 

（株）中村工務店 

（株）筒井建設 

（株）栗田工業 

（株）中村工務店 

（有）桃李 

友愛工業（株） 

風間興業（株） 

（有）椚設備 

（有）タナカ設備 

石原設備 

（有）佐野工業所 

（有）宮下設備 

（有）松山興業 

（有）浅川住宅設備 

（株）地場工務店 

（株）日昇建設 

（株）システムインナカゴミ 

（株）小林事務機 

（株）甲陽 

（株）ＮＴＴ東日本－山梨 

（株）ＹＳＫ　ｅ－ｃｏｍ 

石川調理機（株） 

（株）サンウッド 

（株）宮下測量 

（株）山梨技術研究所 

東京設計（株）山梨営業所 

（株）山梨環境サービス 

（株）天一サービス石和営業所 

甲信商事（株）甲府支店 

ＮＥＣネッツエスアイ（株）甲府営業所 

（有）桃李 

石原設備 

（有）タナカ設備 

（株）日昇建設 

（株）ＮＩＰＰＯ山梨統括事業所 

（株）内外 

（株）小越建設 

（有）雨宮組 

（有）笛南興業 

（有）荻野土建 

（株）芦沢組土木 

（有）佐野工業所 

古屋設備 

中央舗道建設（有） 

入　札　日

平成21年12月24日 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

平成21年12月24日※ 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

平成22年1月7日 

平成22年1月21日 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

平成22年1月21日※ 

　　　　〃 

　　　　〃 

※総合評価落札方式 



石 和 町

御 坂 町
   
   
一 宮 町
八 代 町
境 川 町
春 　 日 　 居 　 町

午前　9：00～11：30 
午前　9：00～　9：30 
午前　9：40～10：10 
午前10：30～11：00 
午前11：20～12：00 
午後　1：30～　3：00 
午前　9：00～10：30 
午前11：00～12：30 
午前　9：00～11：30 

市役所本庁舎前    
東部公民館    
御坂体育館    
成田公民館    
御坂西小体育館前 
一宮福祉センター前 
八代支所前 
境川支所裏駐車場 
春日居支所北側駐車場 

5月　8日（土） 
 

5月　9日（日） 
       
    

5月　9日（日） 
5月15日（土） 
5月15日（土） 
5月16日（日） 

実　施　月　日 実　施　場　所 実　施　時　間

合　　　　　　計

2,850円 
550円 

   
3,400円 

2,850円 
550円 
3,000円 
6,400円 

4,050円 
550円 

   
4,600円 

4,050円 
550円 
3,000円 
7,600円 

登録済犬 新規登録犬 登録済犬 新規登録犬

実施場所で行った場合 訪問してもらった場合

国
保
Ｑ
＆
Ａ

■
国
保
っ
て
何
？

病
気
や
ケ
ガ
は
あ
る
日
突
然
訪
れ

る
も
の
で
す
。
 

国
保
は
、
い
ざ
と
い
う
時
に
安
心

し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

加
入
者
の
皆
さ
ん
が
、
普
段
か
ら
お

金
（
国
保
税
）
を
出
し
合
っ
て
、
助

け
合
う
た
め
の
制
度
で
す
。
 

 

■
国
保
に
入
ら
な
く
て
も
い
い
の
？

職
場
の
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
加
入
者
や
生
活
保
護
を
受

け
て
い
る
方
を
除
き
、
す
べ
て
の
人

が
国
保
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
加
入
は
世
帯
ご
と
で
、
一
人

一
人
が
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。
 

 

■
国
保
税
は
納
め
な
く
て
も
い
い
の
？

国
保
の
運
営
は
、
主
に
皆
さ
ん
が

納
め
る
国
保
税
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

国
保
税
が
滞
る
と
崩
壊
し
て
し
ま
い

ま
す
。
国
保
税
の
納
付
は
義
務
で
す
。

大
切
な
国
保
を
守
る
た
め
、
き
ち
ん

と
納
め
ま
し
ょ
う
。
 

■
問
合
せ
先

市
民
環
境
部
　
国
民
健
康
保
険
課
 

国
保
総
務
担
当
　
　
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
国
民
皆
保
険
制
度
を
根
底
で
支
え
つ
づ
け
て
い

る
国
民
健
康
保
険（
以
下
「
国
保
」
）の
制
度
や
笛
吹
市
の
現
状
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。
「
み
ん
な
の
国
保
を
守
る
た
め
」
に
、
一
緒

に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
 

平成19年12月 

平成20年12月 

平成21年12月 

388,610,000円 

445,895,000円 

441,789,000円 

25,156人 

24,704人 

24,193人 

15,448円 

18,050円 

18,261円 

185,376円 

216,600円 

219,132円 

医療給付費 被保険者数
一人当たり
医療給付費

年間換算額
1人あたり
×12カ月

19,000 

18,000 

17,000 

16,000 

15,000 

14,000
一人当たり医療給付費（円）

平成平成19年 
12月 
15,448

平成19年 
12月 
15,448

平成平成20年 
12月 
18,050

平成20年 
12月 
18,050

平成平成21年 
12月 
18,261  
 

平成21年 
12月 
18,261  
 

（笛吹市は平成18年度から5年間で ごみの減量53％をめざしています） 

分ければ資源 混ぜればごみ
ごみの分別に迷ったときは資料「笛吹市ごみの分け方」を参照してください。 
市ホームページで市の環境施設･ごみ処理状況を確認できます。 

D・A・T・A

■問合せ先
市民環境部　ごみ減量課 
055（261）2044 

または各支所 

■リサイクル対象となるもの
プラマークのある容器包装 
（主に、卵・弁当・納豆・豆腐・野菜・
お菓子・マヨネーズ・トマトケチャップ・
台所洗剤・シャンプー・トレーなど） 
■リサイクルに出す際は・・・
①汚れは水で洗いましょう。 
　（洗剤を使わなくていいので、水で異物を落としましょう） 
②透明か半透明のビニール袋に直接入れて出しましょう。 
　（小袋に入れ、さらに大きな袋に入れないでください） 
※地域の指定場所や時間に出しましょう。  
次回は、ミックスペーパーの分別、出し方をお知らせします。 狂犬病予防注射済票 犬鑑札 

４月１日（木）から犬鑑札と注射
済票の形が変更になります。なお、
今までの登録の鑑札・注射済票も
有効ですので、必ず犬の首輪など
に着けるようにしましょう。 

狂犬病予防法で生後3カ月以上の犬は、毎年1回の予防注射を受けることが義務付けられています。 
平成22年度狂犬病予防注射最終日を下記の日程で実施します。 
この日程で都合のつかない方は6月末までに最寄りの獣医で注射を受けるか、訪問注射を受けることに
なります。                
○犬の登録は生涯1回です。登録済の犬は登録料がかかりません。               
○会場では混雑が予想されますので、釣
り銭のないようご協力ください。               
○お住まいの地区に関係なく、どこの会
場でも予防注射と犬の登録ができます。 
※登録済の犬の飼い主には通知が郵送さ
れますので、必ずハガキを最寄りの会
場までお持ちください。  

  ■
国
保
の
保
険
証
送
付

保
険
証
は
国
保
の
被
保
険
者
で
あ

る
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で
す
。
大

切
に
取
り
扱
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

次
の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

○
平
成
22
年
度
は
、
保
険
証
の
色
が
「
一

般
被
保
険
者
証
は
藤
色
」
、「
退
職

被
保
険
者
証
は
桃
色
」
に
変
わ
り
ま

し
た
。
有
効
期
限
に
注
意
し
て
、
古

い
保
険
証
は
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。
 

○
75
歳
以
上
の
方
は
、
長
寿
医
療
制
度

に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
年
度
途
中
に
75
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
る
方
の
保
険
証
有
効
期
限
 

は
、
誕
生
日
の
前
日
ま
で
で
す
。
 

○
退
職
国
保
加
入
者
で
、
年
度
途
中
に

65
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
方
の
保
険

証
有
効
期
限
は
、
誕
生
月
の
末
日
ま

で
で
す
。
期
限
が
切
れ
る
前
に
一
般

の
保
険
証
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
 

 ■
７０
歳
以
上
７５
歳
未
満
の
方
の
自
己
負

担
割
合
据
え
置
き

70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
方
の
自
己

負
担
割
合
は
、
平
成
23
年
3
月
末
ま

で
1
割
に
据
え
置
か
れ
ま
す
。（
現

役
並
み
所
得
者
は
3
割
の
ま
ま
）
 

対
象
者
に
は
、
3
月
に
高
齢
受
給

者
証
を
送
付
し
ま
し
た
。
 

※
自
己
負
担
限
度
額
も
同
様
に
据
え
置

き
で
す
。
 

 

■
4
月
か
ら
第
2
日
曜
日
も
日
曜
窓
口

開
設こ

れ
ま
で
、
国
民
健
康
保
険
課
の

日
曜
窓
口
開
設
は
月
末
の
み
で
し
た
 

が
、
4
月
か
ら
、
第
2
日
曜
日
を
加

え
月
2
回
開
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
一
部
取
り
扱
え
な
い
業
務

も
あ
り
ま
す
の
で
、
平
日
に
電
話
で

確
認
し
て
い
た
だ
い
て
か
ら
、
お
越

し
く
だ
さ
い
。
 

予 防 注 射 料 金   
注射済票交付手数料
登 録 手 数 料
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期
間
中
は
、
開
館
時
間
を
拡
大

し
ま
す
。
釈
迦
堂
か
ら
見
え
る
一

面
の
桃
源
郷
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
大
英
博
物
館
に
展
示
し
た

土
偶
の
帰
国
展
も
開
催
中
で
す
。
 

■
期
間
中
の
開
館
時
間 

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
6
時（
入

館
は
午
後
5
時
30
分
ま
で
）
 

※
期
間
中
、休
館
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

  桃
の
花
の
絶
景
に
包
ま
れ
て
、

邦
楽
の
響
き
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

入
館
者
に
薄
茶
席
の
ふ
る
ま
い
も

あ
り
ま
す
。（
先
着
3
0
0
人
）
 

事
前
申
込
は
不
要
で
す
。
 

■
日
時 

4
月
9
日（
金
）午
前
10
時
か
ら
 

（
演
奏
は
午
前
の
み
）
 

  市
内
在
住
の
小
学
生
は
、
「
利

用
券
」
の
提
示
で
、
本
人
と
同
伴

の
家
族
が
入
館
無
料
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
釈
迦
堂
を
楽
し
く
ご
利
用

い
た
だ
き
な
が
ら
応
援
し
て
く
だ

さ
る
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
も
募
集

し
て
い
ま
す
。
 

■
申
込
・
問
合
せ
先

釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
 

☎
0
5
5
3（
4
7
）3
3
3
3

花
と
邦
楽
の
調
べ

釈
迦
堂
花
ウ
ィ
ー
ク

４
月
１
日
（
木
）
〜
１８
日
（
日
）

釈
迦
堂
博
物
館
を
も
っ
と

楽
し
も
う
！

Y

市では、6人の青少年育成コーディネーターが、各地区の
育成会や子どもクラブを中心に年間活動計画を立て、青少年
育成推進協議会と協力して青少年の健全育成に努めています。 
これまで、市内全域を対象に「親子普通救命講習会」を年
1回実施してきましたが、参加者からの「各地区で実施して
もらえると参加しやすい」という意見を受け、今年度は年3
回に回数を増やし、さらに新たな試みとして2地区の共同開
催という形で講習会を開きました。 
6月に石和町・春日居町、11月に御坂町・一宮町、1月に八
代町・境川町が担当し、各地区の青少年育成推進協議会が中
心となって、消防署への依頼や参加者募集のチラシ配布を行い、講習会当日の進行も務めました。 
講習会の参加者は各回20人程度と、講師の目が行き届く人数で、参加者がしっかりと学べる中身
の濃い講習会となりました。参加者からは、「素早い心肺蘇生法の必要性」や「命の大切さ」を再
認識したという声が多数聞こえました。 
今後も従来の方法にこだわらず、新しい方法を取り入れたコーディネーター活動にチャレンジし
ていきたいと思います。 
 
■問合せ先　教育委員会　生涯学習課　青少年育成コーディネーター　☎055（261）3339

よ
り
親
し
ま
れ
る
「
広
報
ふ
え
ふ
き
」

を
目
指
し
、
昨
年
11
月
号
で
新
し
い
題

字
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
35
点
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。
 

審
査
の
結
果
、
佐
野
一
二
三
さ
ん（
御

坂
町
）の
作
品
が
選
ば
れ
、
5
月
号
か

ら
表
紙
を
飾
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

佐
野
さ
ん
は
、
「
市
が
幸
せ
に
な
る

よ
う
に
、
優
し
い
気
持
ち
が
表
現
で
き

る
よ
う
に
、
丸
み
の
あ
る
感
じ
に
な
る

よ
う
に
字
を
書
き
ま
し
た
。
題
字
に
決

ま
っ
た
と
連
絡
が
来
た
時
は
、
『
え
っ
、

私
が
』
と
い
う
感
じ
で
し
た
。
和
や
か

で
、
市
民
が
見
た
く
な
る
よ
う
な
表
紙

に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
 

選ばれた佐野さんの作品 

Kokuho Fuefuki

舞踊などを披露した芸能発表会 

競技コースを滑走する選手 

2
月
20
日
、
カ
ム
イ
み
さ
か
ス
キ

ー
場
で
、
「
第
5
回
笛
吹
市
ス
キ
ー

祭
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
内

か
ら
58
人
の
選
手
が
大
回
転
競
技
に

参
加
し
、
年
齢
別
の
8
部
門
に
分
か

れ
て
そ
の
腕
前
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
 

■
各
部
門
優
勝
者�
敬
称
略
�

○
小
学
生
 

女
子
の
部
　
石
原
な
な
実（
八
代
町
） 

男
子
の
部
　
土
橋
世
羅（
春
日
居
町
） 

○
中
学
高
校
生
 

女
子
の
部
　
柳
沢
瑠
里（
八
代
町
） 

男
子
の
部
　
青
柳
昌
志（
石
和
町
） 

○
成
年
 

女
子
の
部
　
青
柳
真
美（
石
和
町
） 

男
子
の
部
　
志
村
　
剛（
一
宮
町
） 

○
マ
ス
タ
ー
ズ
男
子
 

A
部
　
　
　
飯
島
治
良（
一
宮
町
） 

B
部
　
　
　
唐
沢
　
稔（
八
代
町
） 

 第
5
回
笛
吹
市
ス
キ
ー
祭
り

準グランプリを受賞した選手たち 

1
月
31
日
、
国
立
代
々
木
競
技
場

で
行
わ
れ
た
2
0
1
0
一
般
体
操
コ

ン
テ
ス
ト
「
ジ
ャ
パ
ン
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
」

に
、
一
宮
町
体
操
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

が
出
場
し
ま
し
た
。
 

同
チ
ー
ム
の
選
手
5
人
が
、
音
楽

に
合
わ
せ
て
音
の
変
化
を
動
き
で
表

現
し
、
12
チ
ー
ム
が
出
場
す
る
中
で

準
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
き
ま
し
た
。
 

代
表
指
導
者
で
あ
る
村
松
さ
ん
は
、

「
応
援
し
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ん
に
感

謝
し
ま
す
。
仲
間
を
思
い
や
り
、
信

じ
る
こ
と
が
、
こ
の
結
果
に
結
び
付

い
た
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。
 

 
一
宮
町
体
操
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

2
月
16
日
か
ら
19
日
に
か
け
て
、

ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
、
第
4
回
笛

吹
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
「
元
気
ま

つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
絵
画
・
写
真
・

手
芸
な
ど
の
高
齢
者
作
品
展
、
芸
能

発
表
会
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

芸
能
発
表
会
で
は
、
各
地
区
の
老

人
ク
ラ
ブ
会
員
が
、
コ
ー
ラ
ス
・
民
謡
・

琴
演
奏
な
ど
で
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
披
露
し
、
来
場
者
か
ら
大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
 

 市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

パンジーを植える生徒たち 

2
月
4
日
、
石
和
温
泉
駅
前
広
場

で
、山
梨
園
芸
高
校
の
生
徒
な
ど
約

20
人
が
、
花
だ
ん
に
パ
ン
ジ
ー
を
植

え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。
 

駅
利
用
者
に
、
冬
で
も
花
を
楽
し

ん
で
も
ら
お
う
と
、
白
、
黄
、
紫
色

な
ど
7
0
0
本
の
パ
ン
ジ
ー
が
植
え

ら
れ
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参

加
し
た
生
徒
た
ち
は
、
「
花
だ
ん
が

き
れ
い
に
な
っ
て
す
が
す
が
し
い
気

持
ち
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
パ
ン
ジ
ー
を
見
た
駅
利
用

者
か
ら
「
駅
前
広
場
が
明
る
く
な
っ

た
」
、
「
き
れ
い
に
な
っ
て
う
れ
し

い
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
 

石
和
温
泉
駅
前
広
場



●
お
は
な
し
会
タ
ン
タ
ン
 

4
月
8
日（
木
）・
22
日（
木
） 

午
前
11
時
か
ら
　
 

●
家
族
で
始
め
よ
う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
 

4
月
1
日（
木
）・
15
日（
木
） 

午
前
10
時
30
分
か
ら
 

●
耳
を
す
ま
せ
ば
え
ほ
ん
隊
 

4
月
3
日（
土
）・
10
日（
土
）・
17

日（
土
）・
24
日（
土
）　
 

午
前
の
部
　
11
時
〜
11
時
30
分
 

午
後
の
部
　
2
時
〜
2
時
30
分
 

●
お
は
な
し
会
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
 

4
月
13
日（
火
）・
27
日（
火
） 

午
前
11
時
〜
11
時
30
分
 

（
こ
の
日
以
外
に
も
要
望
が
あ
れ

ば
本
の
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
） 

●
楽
蔵（
お
話
・
工
作
・
映
画
会
）
 

4
月
3
日（
土
） 

午
後
2
時
〜
3
時
 

●
ロ
ー
ズ
タ
イ
ム（
大
人
の
た
め
の

い
や
し
の
時
間
）
 

4
月
16
日（
金
） 

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分
 

●
お
は
な
し
の
ゆ
り
か
ご
 

4
月
7
日（
水
） 

午
前
11
時
か
ら
　
 

●
ベ
ビ
ー
ブ
ッ
ク
・
サ
ロ
ン
 

4
月
21
日（
水
） 

午
前
11
時
か
ら
 

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
 

4
月
10
日（
土
）午
後
2
時
か
ら
 

●
リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー
ル
 

　
〜
お
は
な
し
会
〜
 

4
月
4
日（
日
）・
25
日（
日
） 

午
後
2
時
か
ら
 

●
プ
レ
マ
マ
 

　
〜
マ
タ
ニ
テ
ィ
支
援
〜
 

4
月
9
日（
金
）・
23
日（
金
） 

午
前
10
時
30
分
か
ら
 

●
お
は
な
し
の
ぶ
ら
ん
こ
 

4
月
18
日（
日
）午
後
2
時
か
ら
 

平
　
　
　
日
…
午
前
10
時
〜
午
後
９
時 

土
・
日
・
祝
日
…
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

 

　
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９ 

月
・
火
・
木
・
金
…
午
前
10
時
〜
午
後
６
時 

土
・
日
・
祝
日
…
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

　
０
５
５（
２
６
３
）０
３
６
３ 

平
日（
火
・
木
）…
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時 

平
日（
水･

金
）･

土･

日
…
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
０
５
５
３（
４
７
）５
２
２
０ 

平
日
・
土
・
日
…
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時 

 

　
０
５
５（
２
６
５
）２
１
１
３ 

●
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会
 

4
月
3
日（
土
）午
後
2
時
か
ら
 

（
毎
週
土
曜
日
、
随
時
お
は
な
し

会
を
予
定
し
て
い
ま
す
）
 

平
日
・
土
…
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

 

　
０
５
５（
２
６
６
）２
０
１
４ 

●
お
は
な
し
の
へ
や
 

も
も（
乳
幼

児
向
け
）
 

4
月
13
日（
火
）・
27
日（
火
） 

午
前
10
時
30
分
か
ら
 

●
お
り
が
み
を
た
の
し
も
う
！（
小

学
生
向
け
）
 
 

4
月
10
日（
土
） 

午
前
10
時
30
分
か
ら
 

●
ぱ
ぱ
と
ぐ
ら
ん
ぱ
の
お
は
な
し
会
 

4
月
17
日（
土
） 

午
前
10
時
30
分
か
ら
 

●
お
は
な
し
の
へ
や
 
さ
く
ら
ん
ぼ
 
 

4
月
24
日（
土
） 

午
前
10
時
30
分
か
ら
 

平
日
…
午
前
10
時
〜
午
後
７
時 

土
・
日
・
祝
日
…
午
前
10
時
〜
午
後
５
時 

 

　
０
５
５
３（
２
６
）２
２
８
３ 

■
問
合
せ
先 

　
石
和
図
書
館（
担
当 

雨
宮
） 

　
　
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９ 

D
・
A
・
T
・
A

●
石
和
図
書
館
 

5
日（
月
）・
12
日（
月
）・
19
日（
月
）・

26
日（
月
） 

●
御
坂
図
書
館
 

7
日（
水
）・
14
日（
水
）・
21
日（
水
）・

28
日（
水
）・
30
日（
金
） 

●
一
宮
図
書
館
 

5
日（
月
）・
11
日（
日
）【
マ
ラ
ソ
ン

大
会
の
た
め
】
・
12
日（
月
）・
19
日
 

（
月
）・
26
日（
月
）・
29
日（
木
）・
30
日
 

（
金
） 

●
八
代
図
書
館
 

5
日（
月
）・
12
日（
月
）・
19
日（
月
）・

26
日（
月
）・
29
日（
木
）・
30
日（
金
） 

●
境
川
図
書
室
 

4
日（
日
）・
11
日（
日
）・
18
日（
日
）・

25
日（
日
）・
29
日（
木
） 

●
春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館
 

5
日（
月
）・
12
日（
月
）・
19
日（
月
）・

26
日（
月
）・
30
日（
金
） 

＊
図
書
館
の
お
は
な
し
会
は
、
子
ど

も
た
ち
だ
け
で
な
く
、
敬
老
会
・

公
民
館
ま
つ
り
・
老
人
ホ
ー
ム
・

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
・
病
院
な
ど

に
出
向
き
、
年
配
の
方
々
に
も
サ

ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
要

望
が
あ
れ
ば
随
時
出
前
お
は
な
し

会
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
　
 

＊
個
人
的
に
朗
読
サ
ー
ビ
ス
を
お
受

け
に
な
り
た
い
方
は
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
 

●
バ
ム
ケ
ロ
お
は
な
し
会
 

4
月
10
日（
土
） 

午
後
1
時
30
分
か
ら
 

●
あ
か
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
お
は
な
し

会
 

4
月
7
日（
水
）・
14
日（
水
）・
21

日（
水
）・
28
日（
水
） 

午
前
11
時
か
ら
 

昭和54年福岡県生まれ。九州産業大学デザイン科卒業。18歳から作家活動を始め、現在、イラ
ストレーターとして雑誌、テレビ、ＣＤジャケット、雑貨などあらゆる媒体において国内外問わず
活動中。平成19年2月から、福岡を拠点にアーティスト3兄妹でイラストレーション血族事務所「Ｓ
ＴＵＤＩＯ Ｅｄｏｍａｃｈｏ」を設立。事務所と併設してアートカフェ「Ｃａｆｅ Ｅｄｏｍａｃ
ｈｏ」も経営している。
初めての絵本「給食番長」は、子どもから大人まで幅広い層に受け入れられ、注目されている。

　
4月1日（木）から、御坂図書館カウンターで、来館者にハート

のマークがかわいい「ふうせんかずら」の種をプレゼントします。
お楽しみに！！

 小学生に大人気！絵本「給食番長」・
「あいさつ団長」の作者がやって来ます。
■日時　4月4日（日）午後2時～3時
■場所　学びの杜みさか　視聴覚室
■定員　100人 （要事前申込）（入場無料）
※当日、本の販売・サイン会も行われます。

6つある市立図書館のうち、毎日必ずどこかの図書館が開館
しています。最寄りの図書館がお休みの日には、気分を変え
て隣の図書館へ足をのばしてみませんか。皆さんのお越しを
お待ちしています。

～　月末でも石和図書館は開館中　～
毎月最後の平日は、市内図書館の休館日です。ただし、石
和図書館は開館していますのでご利用ください。月末に開館
しているのは、県内でも笛吹市だけです！

最寄りの図書館に読みたい本
がなくても、市内のほかの図書
館から取り寄せができます。また、
県内図書館所蔵の本を借りるこ
ともできますので、ご相談くだ
さい。

本以外にも、ＣＤ・ビデオ・ＤＶＤ
の返却のみであれば、どの図書館でも
ご利用いただけます。

皆さんから依頼をいただけれ
ば、施設・病院・学校・保育所
などで出前おはなし会を開催し
ます。気軽にお問い合わせくだ
さい。

よしながこうたく先生 



この印刷物は、古紙配合率１００％の再生紙と大豆油インキを使用しています。 

●発　行　2010年4月1日　山梨県笛吹市役所 
●編　集　経営企画課・広聴広報担当 
●所在地　〒406-8510 笛吹市石和町市部777番地 

TEL 055-262-4111

笛吹市役所  本庁 
☎055（262）4111

御坂支所 ☎055（262）2271　一宮支所　☎0553（47）1111　八代支所 ☎055（265）2111　 
境川支所 ☎055（266）2111　春日居支所 ☎0553（26）3111　芦川支所 ☎055（298）2111 
 

H22.3.1現在 （　）は前月比 

人口●72,234人　（-  5） 

男　●34,929人　（-22） 

女　●37,305人　（+17） 

世帯●26,915世帯（+15） 

▼11月号で募集した「広報ふえふき」の
新しい題字が決まりました。子どもから大

人まで35作品を応募していただき、「ふ・え・ふ・き」と一文字
ずつ違う色でカラフルに仕上げたもの、流れるような筆で書い
たもの、雲のようにモコモコした文字でデザインされたものなど、
個性豊かな作品が集まりました。形はさまざまですが、どの文
字にも、それぞれの思いが込められているように感じました。
決まった題字を大切に使わせていただき、より皆さんに親しん
でいただける広報紙にできればと思います。ご応募いただい
た皆さん、ありがとうございました。（Ｈ） 

編 集 後 記  

http://www.city.fuefuki.yamanashi.jp/

D・A・T・A ・ FUEFUKI

森林や樹木は、水源のかん養、環境保全など、私たちの暮らしに欠かせない役割を果た
しています。豊かな緑と水に恵まれた生活を送れるよう、緑の募金にご協力をお願いします。 
集められた募金は、緑化推進や森林整備、緑の少年隊の育成、また、熱帯林の保全・砂
漠の緑化などの国際協力に使われます。 

 
笛吹市は、総面積の58パーセントが森林に覆われており、自然環境に大変恵まれています。
この森林の持つ機能や大切さについて理解を深め、豊かな自然を未来に引き継ぐため、「平成
22年度笛吹市植樹祭」を開催します。参加を希望される方は、笛吹市緑化推進会議までお問い
合わせください。式典終了後、ヤマモミジなど約2,000本の植樹を参加者全員で行います。 
また、今回の植樹祭は、山梨県が提唱する「100万本植樹運動」の一環として開催します。 

■日時　4月30日（金）午前10時から　■場所　御坂町大野寺（福光園寺有林内） 

■定員　30人程度　　　　　　　　　■申込締切　4月23日（金）午後5時 

 

■日時　　　4月1日（木）～5月31日（月）（一宮・八代・境川・春日居・芦川地区） 
※石和・御坂地区は秋に実施予定です。 

■実施方法　各区長のご協力で、各家庭から募金を集めます。また、4月9日（金）には、 
　　　　　　石和温泉駅前で、石和北小緑の少年隊を中心に募金運動を行います。 

※募金運動期間中は、農林振興課にも募金箱を設置します。 
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